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ま
す
。

　今
後
も
当
社
は
、
企
業
理
念
「
も
っ
と
、

心
に
響
か
せ
よ
う
。
も
っ
と
、
暮
ら
し
を
支

え
よ
う
。
明
日
を
、
未
来
を
、
拓
い
て
い
こ

う
。」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
度
土
浦
商
工
会
議
所
社
会
文
化
部
会
長

を
仰
せ
つ
か
り
、
地
域
の
商
工
産
業
振
興
、

市
民
お
客
様
に
と
っ
て
、
な
く
て
は
な
ら
な

い
サ
ー
ビ
ス
メ
デ
ィ
ア
事
業
社
と
し
て
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　当
社
は
2
0
2
4
年
に
42
期
を
迎
え
、

10
代
目
代
表
取
締
役
社
長
就
任
い
た
し
ま

し
た
、
海
老
澤
孝
一
で
す
。

　お
か
げ
さ
ま
で
当
社
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

サ
ー
ビ
ス
は
創
業
以
来
、
地
元
株
主
様
、

お
取
引
先
様
、
そ
し
て
何
よ
り
地
域
お
客

様
に
ご
支
援
い
た
だ
き
、
土
浦
市
に
お
い
て

約
70
%
の
市
民
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
く

ま
で
事
業
成
長
い
た
し
ま
し
た
。
あ
ら
た
め

て
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　国
内
最
大
手
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
社

で
あ
る
、
J
：
C
O
M
の
グ
ル
ー
プ
会
社
と

し
て
現
在
は
茨
城
県
南
13
市
町
村
に
サ
ー
ビ

ス
を
拡
大
し
、
既
存
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
電
話
・
携
帯
電
話

（
M
V
N
O
）・
で
ん
き
、
5
つ
の
サ
ー
ビ
ス

に
加
え
、
地
域
の
安
心
安
全
に
寄
与
す
る

為
、防
犯
カ
メ
ラ
、少
額
短
期
保
険（
ネ
ッ
ト
、

ス
マ
ホ
）
も
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
J
：
C
O
M
チ
ャ
ン
ネ

ル
（
デ
ジ
タ
ル
11
C
H
）
を
通
じ
て
、
土
浦

市
の
情
報
を
は
じ
め
各
県
南
地
域
イ
ベ
ン

ト
、
ニ
ュ
ー
ス
情
報
の
発
信
、
J
：
C
O
M

ス
タ
ジ
ア
ム
土
浦
、
J
：
C
O
M
フ
ィ
ー
ル

ド
土
浦
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
契
約
に
よ
り

地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
も
力
を
注
い
で
い

会

員

紹

介
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あ
た
ら
し
い
を
、あ
た
り
ま
え
に

土
浦
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
株
式
会
社

土
浦
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
株
式
会
社

土
浦
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
株
式
会
社

（
J  

：
C
O
M
茨
城
）

（
J  

：
C
O
M
茨
城
）

（
J  

：
C
O
M
茨
城
）

事業案内、人物紹介、新製品や商品紹介ｅｔｃ…会員企業の情報を当所職員が取材の上、無料で掲載させていただきます。お気軽にお電
話ください（総務課８２２ー０３９１まで）。

～あなたの企業、店舗・技術の情報を掲載してみませんか～

TSUCHIURA CHAMBER OF COMMERCE AND INDUSTRY NEWS　Vol.673

【講師】守屋　淳
 （作家 ／ グロービス経営大学院特任教授）

『乱世の時代における孫子の兵法とビジネス戦略
～成功し続けるリーダー、企業は何を考えているのか～』

～「孫子」の叡智を、あなたの武器に！競争状態での原理原則とは？～

【内容】約 2500 年前に書かれた『孫子』は戦争や
戦略に関する理論を体系的にまとめた兵法書です。
競争に勝つための普遍的な原理原則は現代におい
ても活用されており、方面を問わず多くの成功者た
ちに愛され続けています。
このセミナーでは孫子の兵法を仕事や人生に当ては
めて目的、目標を達成するための真髄をお伝えしま
す。
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鶴
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哲
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飯
　
田
 
晃
　
久

飯
　
田
 
康
　
二

池
　
田
 
好
　
男

和
　
泉
 
好
　
一

市
　
川
 
善
　
章

伊
　
東
 
和
　
幸

今
　
井
 
章
　
治

内
　
田
 
卓
　
宏

大
　
島
 
ト
シ
子

大
根
田
 
守
　
明

大
　
山
 
直
　
樹

岡
　
野
 
忠
　
夫

香
　
取
 
秀
　
総

菊
　
地
 
廣
　
輝

木
　
村
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一

久
　
保
 
裕
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澤
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敏
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希
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華

櫻
　
井
 
　
　
卓
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藤
 
之
　
則

佐
　
野
 
欣
　
一

鈴
　
木
 
志
　
郎

鈴
　
木
 
豊
　
明

角
　
野
 
哲
　
郎

説
　
田
 
和
　
彦

説
　
田
 
賢
　
哉

髙
　
塚
 
千
　
史

高
　
橋
 
　
　
学

田
　
中
 
　
　
隆

田
　
中
 
義
　
法

塚
　
﨑
 
雅
　
之

塚
　
本
 
勝
　
則

塚
　
本
 
美
　
明

辻
 

武
　
志

中
　
泉
 
　
　
聡

中
　
根
 
祐
　
一

西
　
口
 
智
　
子

西
　
村
 
道
　
男

橋
　
本
 
信
一
郎

平
　
田
 
泰
　
史

平
　
松
 
弘
　
基

藤
　
澤
 
一
　
志

藤
　
代
 
哲
　
朗

堀
　
越
 
大
　
介

的
　
場
 
弘
　
幸

溝
　
口
 
哲
　
矢

箕
　
輪
 
好
　
夫

村
　
岡
 
美
　
紀

柳
　
生
 
　
　
剛

矢
　
口
 
幸
　
一

若
　
山
 
光
　
司

 皆
　
見
 
貞
　
康

山
　
本
 
一
　
治

　
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
の
新
春
を
皆
様
お
健

や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
ふ
り
か
え
り
ま

す
と
、
１
月
１
日
に
能
登
半
島
地

震
が
発
生
し
、
多
く
の
方
々
の
尊

い
命
が
失
わ
れ
甚
大
な
被
害
と
な

り
ま
し
た
。
当
所
と
し
ま
し
て
も
、

日
本
商
工
会
議
所
の
要
請
に
よ
り
、

７
月
に
経
営
指
導
員
１
名
を
約
１

週
間
派
遣
し
、
当
該
地
域
事
業
者

の
一
日
も
早
い
再
建
に
向
け
た
支

援
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
地
震
を

は
じ
め
と
す
る
大
き
な
自
然
災
害
、

長
期
化
す
る
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
、
混
迷
す
る
中
東
情
勢
や
、

物
価
上
昇
、
人
手
不
足
等
に
よ
り

厳
し
い
経
済
状
況
が
続
い
て
お
り

ま
す
。

　
一
方
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
並
び
に
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
M
L
B
で
の
大

谷
選
手
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
人

選
手
の
活
躍
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
す

ば
ら
し
さ
・
感
動
を
あ
ら
た
め
て

実
感
し
、
震
災
の
復
旧
・
復
興
に

取
り
組
ん
で
い
る
被
災
地
を
は
じ

め
日
本
中
を
勇
気
づ
け
て
く
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
な
か
、
昨
年
秋
に

は
衆
議
院
総
選
挙
が
行
わ
れ
、
与

党
の
自
民
党
・
公
明
党
は
議
席
を

減
ら
し
、
与
野
党
伯
仲
の
様
相
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
政
治
の

安
定
な
く
し
て
持
続
的
な
経
済
成

長
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
新
政
権
に

は
中
長
期
的
な
わ
が
国
再
生
の
道

筋
を
描
き
、
デ
フ
レ
経
済
か
ら
の

完
全
脱
却
、
成
長
型
経
済
へ
の
転

換
を
確
実
な
も
の
と
す
る
べ
く
、

不
退
転
の
決
意
で
臨
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
を
望
み
ま
す
。
　

　
当
地
域
に
お
い
て
は
、
将
来
の

茨
城
県
及
び
首
都
圏
の
活
性
化
・

防
災
対
策
に
大
き
く
寄
与
す
る
も

の
と
し
て
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ

ス
（
T
X
）
の
土
浦
へ
の
延
伸
、

（
仮
称
）
土
浦
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
の
新
規
事
業
化
が
決

定
さ
れ
る
な
ど
、
大
き
な
動
き
が

見
え
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
私
ど
も
が
、
長
年
に
わ
た
り

要
望
・
啓
発
等
取
組
ん
で
き
た
も

の
で
あ
り
、
大
き
な
喜
び
で
あ
り

ま
す
。
早
期
に
実
現
と
な
る
よ
う
、

今
後
も
行
政
・
各
団
体
と
も
連
携

し
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
は
巳
年
で
す
。
巳
に
当
て

ら
れ
た
蛇
は
成
長
過
程
で
脱
皮
を

繰
り
返
す
姿
が
「
再
生
」
の
象
徴

と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
新
し

い
土
浦
の
「
再
生
・
発
展
」
に
向

け
て
事
業
展
開
し
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　
土
浦
、
そ
し
て
我
が
国
経
済
の

再
生
・
発
展
に
向
け
て
、
「
常
山

の
蛇
勢
」
の
ご
と
く
取
組
む
と
と

も
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
平
和
で
明
る
い
幸
福
な
一
年
で

あ
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

土
浦
商
工
会
議
所

　
会
　
頭

　
　
中
　
川
　
喜
久
治

新
　
年
　
の
　
ご
　
挨
　
拶
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（学） 

沼
田
学
園

筑
波
保
育
医
療
専
門
学
校

司
法
書
士 

行
政
書
士

河
合
・
矢
野
事
務
所
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
2
0
2
5
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん

で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
内
外
と
も
に
不
透
明

か
つ
混
迷
の
度
合
い
が
深
ま
っ
た
１
年

で
し
た
。
世
界
で
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
の
長
期
化
に
加
え
、
中

東
情
勢
の
悪
化
な
ど
、
地
政
学
的
リ
ス

ク
が
拡
大
し
ま
し
た
。
ま
た
、
経
済
面

で
は
米
国
経
済
が
堅
調
さ
を
維
持
す
る

一
方
で
、
中
国
経
済
の
停
滞
が
懸
念
さ

れ
る
年
に
な
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
昨

年
は
主
要
国
で
選
挙
が
相
次
ぎ
、
米
国

で
は
４
年
ぶ
り
に
ト
ラ
ン
プ
氏
が
次
期

大
統
領
に
就
任
す
る
結
果
と
な
り
、
保

護
主
義
や
自
国
第
一
主
義
の
台
頭
に
対

す
る
懸
念
が
再
び
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
国
内
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、
１
月
の

能
登
半
島
地
震
や
９
月
の
奥
能
登
豪
雨

と
い
っ
た
痛
ま
し
い
災
害
に
見
舞
わ
れ

た
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
秋
の

衆
院
選
で
は
与
党
が
30
年
ぶ
り
に
過
半

数
を
大
き
く
下
回
り
、
少
数
与
党
へ
転

じ
る
な
ど
政
治
的
変
動
が
生
じ
る
一
方

で
、
経
済
で
は
、
歴
史
的
円
安
や
物
価

高
が
続
く
中
、
設
備
投
資
は
好
調
で
日

経
平
均
株
価
も
史
上
初
の
４
万
円
台
を

記
録
し
ま
し
た
。
日
本
銀
行
は
マ
イ
ナ

ス
金
利
の
解
除
に
踏
み
切
る
な
ど
、
金

融
政
策
に
も
大
き
な
転
換
点
が
訪
れ
ま

し
た
。
特
に
昨
年
は
「
賃
上
げ
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
１
年
で
も
あ
り
、
中
小
企
業

の
賃
上
げ
率
も
３
％
台
半
ば
に
達
す
る

な
ど
、
物
価
と
賃
金
の
好
循
環
に
向
け

た
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
１
年
で

あ
っ
た
と
総
括
で
き
ま
す
。
企
業
の
自

助
努
力
と
と
も
に
、
官
民
を
挙
げ
た
価

格
転
嫁
の
取
り
組
み
が
効
果
を
示
し
た

結
果
で
あ
り
ま
す
が
、
賃
上
げ
を
行
っ

た
中
小
企
業
の
約
６
割
が
収
益
改
善
を

伴
わ
な
い
中
で
、
人
手
確
保
の
た
め
の

防
衛
的
賃
上
げ
を
迫
ら
れ
た
こ
と
も
事

実
で
す
。
賃
上
げ
の
モ
メ
ン
タ
ム
を
い

か
に
持
続
可
能
な
形
に
転
換
す
る
か

が
、
停
滞
か
ら
成
長
の
ス
テ
ー
ジ
に
向

け
た
今
年
の
大
き
な
課
題
と
な
り
ま

す
。

（
成
長
の
両
輪
は
中
小
企
業
の
強
化
と

地
方
創
生
）

　
日
本
は
経
済
立
国
で
あ
り
、
経
済
成

長
な
く
し
て
将
来
は
あ
り
ま
せ
ん
。
デ

フ
レ
脱
却
を
確
実
に
し
、
成
長
型
経
済

へ
の
転
換
を
進
め
る
た
め
に
は
、Ｇ
Ｄ

Ｐ
の
６
割
を
占
め
る
個
人
消
費
の
拡
大

が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
実
現
は
、
全
企

業
数
の
99
.
7
％
、
就
業
人
口
の
約
７

割
、
地
方
部
で
は
約
９
割
を
担
う
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
生
産
性
向
上

と
持
続
的
な
賃
上
げ
に
か
か
っ
て
い
る

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

成
長
の
両
輪
の
一
つ
は
中
小
企
業
で
あ

り
、
そ
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
省
力
化
投
資

を
含
め
た
設
備
投
資
、
技
術
革
新
、
知

的
財
産
の
活
用
・
保
護
と
い
っ
た
生
産

性
向
上
へ
の
不
断
の
努
力
と
自
己
変
革

に
よ
っ
て
付
加
価
値
を
高
め
、
賃
上
げ

原
資
を
生
み
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
商
工
会
議
所
は
本
年
も
こ
う

し
た
前
向
き
な
挑
戦
を
続
け
る
中
小
企

業
を
全
力
で
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
労
務
費
を
含
む
価
格
転
嫁
対
策

の
さ
ら
な
る
推
進
や
Ｂ
t
o
Ｃ
で
は
企

業
側
の
「
値
を
上
げ
る
勇
気
」
も
必
要

で
す
。
消
費
者
に
も
「
良
い
サ
ー
ビ
ス
、

日
本
商
工
会
議
所

　会

　頭

　
　小

　林

　
　健

良
い
モ
ノ
に
は
値
が
付
く
」
と
い
う
認

識
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
国
民
全
体
の

デ
フ
レ
マ
イ
ン
ド
を
払
拭
す
る
こ
と
も

今
年
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
り
ま
す
の

で
、
消
費
者
意
識
の
改
革
と
と
も
に
経

済
環
境
の
改
善
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
成
長
の
両
輪
の
も
う
一
つ
は

「
地
方
創
生
」
で
す
。
地
方
の
発
展
な

く
し
て
日
本
の
再
生
は
あ
り
ま
せ
ん
。

政
府
、
地
方
自
治
体
、
民
間
が
三
位
一

体
と
な
り
、
地
域
へ
の
人
材
・
投
資
の

呼
び
込
み
や
「
稼
ぐ
産
業
」
の
育
成
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
を
通
じ
て
地
域
の

経
済
循
環
を
強
化
し
、
地
域
の
強
み
と

潜
在
力
、
い
わ
ゆ
る
「
地
域
力
」
を
引

き
上
げ
る
べ
く
全
力
を
傾
け
る
年
に
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
経
済

イ
ン
フ
ラ
を
担
う
中
小
企
業
お
よ
び
小

規
模
事
業
者
の
強
化
は
、
地
方
創
生
の

取
り
組
み
と
も
表
裏
一
体
で
す
。
政
府
・

地
方
自
治
体
に
は
両
者
を
成
長
の
両
輪

と
位
置
づ
け
、
地
域
ご
と
の
特
性
を
踏

ま
え
た
成
長
戦
略
の
策
定
と
実
行
を
強

く
求
め
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
わ
れ
わ

れ
全
国
5
1
5
の
商
工
会
議
所
も
地
域

経
済
の
再
生
・
活
性
化
の
先
導
役
と
し

て
、
さ
ら
に
活
動
を
強
化
で
き
る
１
年

に
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

（
大
阪
・
関
西
万
博
の
成
功
を
大
き
な

成
長
の
弾
み
に
）

　
本
年
４
月
に
は
大
阪
・
関
西
万
博
が

開
幕
い
た
し
ま
す
。
停
滞
か
ら
成
長
へ

の
転
換
点
に
あ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
開

催
は
、
象
徴
的
か
つ
歓
迎
す
べ
き
こ
と

で
あ
り
ま
す
。「
い
の
ち
輝
く
未
来
社

会
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
と
す
る

2
0
年
ぶ
り
の
万
博
開
催
が
、
新
た
な

未
来
を
つ
く
る
起
爆
剤
と
な
る
よ
う
、

全
国
の
商
工
会
議
所
一
丸
と
な
っ
て
盛

り
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
わ
が
国

全
体
の
未
来
に
向
け
て
成
長
に
弾
み
の

つ
く
万
博
と
な
る
こ
と
を
切
に
願
い
、

皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
て
年
頭
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

3

―

新
た
な
成
長
へ
の
飛
躍
の
年
に―

㈱
今
井
精
肉
店

㈱
内
田
商
会

㈱
大
島
工
務
店

茨
城
県
信
用
組
合
　
土
浦
支
店

大
山
電
機
㈱

㈱
岡
野
設
備
工
業
所

Ｊ
．Ｔ
．Ｃ
（同）

㈱
サ
ン
・
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

㈱
木
村
金
物
店

㈱
ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田

栗
田
ア
ル
ミ
工
業
㈱

㈱
波
南

㈲
三
協
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

㈱
作
田
屋

共
栄
不
動
産
㈱

㈱
鈴
文

㈲
鈴
木
工
務
店

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
土
浦
営
業
所

㈱
赤
坂

せ
つ
た
不
動
産
鑑
定
事
務
所

学
校
法
人
　
霞
ヶ
浦
学
園

㈱
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
土
浦
工
場

田
中
冷
設
工
業
㈱

雅
電
設
㈱

ド
ロ
ー
ン
産
業
㈱

㈱
ジ
ュン
設
計

㈱
ア
ー
ル
ビ
ー

㈱
オ
ク
イ

㈱
セ
ン
ト
ラ
ル
メ
デ
ィ
カ
ル

（福）
俊
真
会

関
東
情
報
サ
ー
ビ
ス
㈱

㈱
ハ
シ
モ
ト

税
理
士
法
人
　
平
田
計
理
事
務
所

㈱
カ
ス
ミ（
土
浦
ピ
ア
タ
ウ
ン
店
）

㈲
福
来
軒

和
泉
屋
酒
店

㈱
星
総
合
設
備

㈲
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

㈱
溝
口
商
店

箕
輪
名
産
店

㈱
ミ
キ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

小
松
屋
食
品
㈱

日
本
交
通
㈱

㈲
若
山
金
物
店

喪
中
欠
礼

㈱
Ｉ
･
Ｓ
･
Ｈ

㈱
山
本
新
聞
店

今
　
井
 
章
　
治

内
　
田
 
卓
　
宏

大
　
島
 
ト
シ
子

大
根
田
 
守
　
明

大
　
山
 
直
　
樹

岡
　
野
 
忠
　
夫

香
　
取
 
秀
　
総

菊
　
地
 
廣
　
輝

木
　
村
 
裕
　
一

久
　
保
 
裕
　
彦

栗
　
田
 
悠
　
希

黒
　
澤
 
弘
　
敏

荊
　
 

　
　
華

櫻
　
井
 
　
　
卓

佐
　
藤
 
之
　
則

佐
　
野
 
欣
　
一

鈴
　
木
 
志
　
郎

鈴
　
木
 
豊
　
明

角
　
野
 
哲
　
郎

説
　
田
 
和
　
彦

説
　
田
 
賢
　
哉

髙
　
塚
 
千
　
史

高
　
橋
 
　
　
学

田
　
中
 
　
　
隆

田
　
中
 
義
　
法

塚
　
﨑
 
雅
　
之

塚
　
本
 
勝
　
則

塚
　
本
 
美
　
明

辻
 

武
　
志

中
　
泉
 
　
　
聡

中
　
根
 
祐
　
一

西
　
口
 
智
　
子

西
　
村
 
道
　
男

橋
　
本
 
信
一
郎

平
　
田
 
泰
　
史

平
　
松
 
弘
　
基

藤
　
澤
 
一
　
志

藤
　
代
 
哲
　
朗

堀
　
越
 
大
　
介

的
　
場
 
弘
　
幸

溝
　
口
 
哲
　
矢

箕
　
輪
 
好
　
夫

村
　
岡
 
美
　
紀

柳
　
生
 
　
　
剛

矢
　
口
 
幸
　
一

若
　
山
 
光
　
司

 皆
　
見
 
貞
　
康

山
　
本
 
一
　
治

東
日
本
電
信
電
話
㈱

茨
城
支
店 

土
浦
･
つ
く
ば
営
業
支
店

（福）
欣
水
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
滝
の
園
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会
頭

中
川
ヒ
ュー
ム
管
工
業
㈱

副
会
頭

㈱
田
島
屋

小
坂
タ
ク
シ
ー
㈲

辰
三
産
業
㈱

専
務
理
事

土
浦
商
工
会
議
所

常
議
員

㈱
常
陽
銀
行
　
土
浦
支
店

㈱
宇
田
川
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョン

㈱
筑
波
銀
行 

本
店
営
業
部

土
浦
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
㈱

㈱
か
ね
喜

土
浦
タ
ク
シ
ー
㈱

勝
田
商
事
㈲

㈱
千
代
田
興
業

㈱
斉
藤
建
設

土
浦
都
市
開
発
㈱

㈲
佐
竹
時
計
店

島
岡
商
事
㈱

喜
作

㈱
折
本
工
業

関
東
鉄
道
㈱

吉
原
電
機
工
業
㈱

水
戸
信
用
金
庫
　
土
浦
支
店

廣
瀬
運
輸
㈱

㈱
霞
月
楼

㈱
矢
口
長
太
郎
商
店

㈱
日
立
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
プ
ロ
ダ
ク
ツ

日
立
建
機
㈱
土
浦
工
場

㈱
久
月
総
本
舗

監

　事

古
谷
野
経
営
労
務
管
理
事
務
所

林 

税
務
会
計
事
務
所

議

　員

㈱
阿
部
工
業

㈱
ア
キ
ラ

㈱
明
建
ハ
ウ
ス

㈱
大
鶴

常
陽
水
道
工
業
㈱

㈱
イ
ズ
ミ
ヤ

㈲
イ
チ
カ
ワ
企
画

㈱
伊
東
商
事

㈱
今
井
精
肉
店

㈱
内
田
商
会

㈱
大
島
工
務
店

茨
城
県
信
用
組
合
　
土
浦
支
店

大
山
電
機
㈱

㈱
岡
野
設
備
工
業
所

Ｊ
．Ｔ
．Ｃ
（同）

㈱
サ
ン
・
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

㈱
木
村
金
物
店

㈱
ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田

㈱
波
南

栗
田
ア
ル
ミ
工
業
㈱

㈲
三
協
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

㈱
作
田
屋

共
栄
不
動
産
㈱

㈱
鈴
文

㈲
鈴
木
工
務
店

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
土
浦
営
業
所

㈱
赤
坂

せ
つ
た
不
動
産
鑑
定
事
務
所

学
校
法
人
　
霞
ヶ
浦
学
園

㈱
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
土
浦
工
場

田
中
冷
設
工
業
㈱

雅
電
設
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
の
新
春
を
皆
様
お
健

や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
ふ
り
か
え
り
ま

す
と
、
１
月
１
日
に
能
登
半
島
地

震
が
発
生
し
、
多
く
の
方
々
の
尊

い
命
が
失
わ
れ
甚
大
な
被
害
と
な

り
ま
し
た
。
当
所
と
し
ま
し
て
も
、

日
本
商
工
会
議
所
の
要
請
に
よ
り
、

７
月
に
経
営
指
導
員
１
名
を
約
１

週
間
派
遣
し
、
当
該
地
域
事
業
者

の
一
日
も
早
い
再
建
に
向
け
た
支

援
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
地
震
を

は
じ
め
と
す
る
大
き
な
自
然
災
害
、

長
期
化
す
る
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
、
混
迷
す
る
中
東
情
勢
や
、

物
価
上
昇
、
人
手
不
足
等
に
よ
り

厳
し
い
経
済
状
況
が
続
い
て
お
り

ま
す
。

　
一
方
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
並
び
に
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
M
L
B
で
の
大

谷
選
手
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
人

選
手
の
活
躍
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
す

ば
ら
し
さ
・
感
動
を
あ
ら
た
め
て

実
感
し
、
震
災
の
復
旧
・
復
興
に

取
り
組
ん
で
い
る
被
災
地
を
は
じ

め
日
本
中
を
勇
気
づ
け
て
く
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
な
か
、
昨
年
秋
に

は
衆
議
院
総
選
挙
が
行
わ
れ
、
与

党
の
自
民
党
・
公
明
党
は
議
席
を

減
ら
し
、
与
野
党
伯
仲
の
様
相
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
政
治
の

安
定
な
く
し
て
持
続
的
な
経
済
成

長
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
新
政
権
に

は
中
長
期
的
な
わ
が
国
再
生
の
道

筋
を
描
き
、
デ
フ
レ
経
済
か
ら
の

完
全
脱
却
、
成
長
型
経
済
へ
の
転

換
を
確
実
な
も
の
と
す
る
べ
く
、

不
退
転
の
決
意
で
臨
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
を
望
み
ま
す
。
　

　
当
地
域
に
お
い
て
は
、
将
来
の

茨
城
県
及
び
首
都
圏
の
活
性
化
・

防
災
対
策
に
大
き
く
寄
与
す
る
も

の
と
し
て
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ

ス
（
T
X
）
の
土
浦
へ
の
延
伸
、

（
仮
称
）
土
浦
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
の
新
規
事
業
化
が
決

定
さ
れ
る
な
ど
、
大
き
な
動
き
が

見
え
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
私
ど
も
が
、
長
年
に
わ
た
り

要
望
・
啓
発
等
取
組
ん
で
き
た
も

の
で
あ
り
、
大
き
な
喜
び
で
あ
り

ま
す
。
早
期
に
実
現
と
な
る
よ
う
、

今
後
も
行
政
・
各
団
体
と
も
連
携

し
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
は
巳
年
で
す
。
巳
に
当
て

ら
れ
た
蛇
は
成
長
過
程
で
脱
皮
を

繰
り
返
す
姿
が
「
再
生
」
の
象
徴

と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
新
し

い
土
浦
の
「
再
生
・
発
展
」
に
向

け
て
事
業
展
開
し
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　
土
浦
、
そ
し
て
我
が
国
経
済
の

再
生
・
発
展
に
向
け
て
、
「
常
山

の
蛇
勢
」
の
ご
と
く
取
組
む
と
と

も
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
平
和
で
明
る
い
幸
福
な
一
年
で

あ
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

土
浦
商
工
会
議
所

　
会
　
頭

　
　
中
　
川
　
喜
久
治

新
　
年
　
の
　
ご
　
挨
　
拶
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
2
0
2
5
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん

で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
内
外
と
も
に
不
透
明

か
つ
混
迷
の
度
合
い
が
深
ま
っ
た
１
年

で
し
た
。
世
界
で
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
の
長
期
化
に
加
え
、
中

東
情
勢
の
悪
化
な
ど
、
地
政
学
的
リ
ス

ク
が
拡
大
し
ま
し
た
。
ま
た
、
経
済
面

で
は
米
国
経
済
が
堅
調
さ
を
維
持
す
る

一
方
で
、
中
国
経
済
の
停
滞
が
懸
念
さ

れ
る
年
に
な
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
昨

年
は
主
要
国
で
選
挙
が
相
次
ぎ
、
米
国

で
は
４
年
ぶ
り
に
ト
ラ
ン
プ
氏
が
次
期

大
統
領
に
就
任
す
る
結
果
と
な
り
、
保

護
主
義
や
自
国
第
一
主
義
の
台
頭
に
対

す
る
懸
念
が
再
び
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
国
内
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、
１
月
の

能
登
半
島
地
震
や
９
月
の
奥
能
登
豪
雨

と
い
っ
た
痛
ま
し
い
災
害
に
見
舞
わ
れ

た
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
秋
の

衆
院
選
で
は
与
党
が
30
年
ぶ
り
に
過
半

数
を
大
き
く
下
回
り
、
少
数
与
党
へ
転

じ
る
な
ど
政
治
的
変
動
が
生
じ
る
一
方

で
、
経
済
で
は
、
歴
史
的
円
安
や
物
価

高
が
続
く
中
、
設
備
投
資
は
好
調
で
日

経
平
均
株
価
も
史
上
初
の
４
万
円
台
を

記
録
し
ま
し
た
。
日
本
銀
行
は
マ
イ
ナ

ス
金
利
の
解
除
に
踏
み
切
る
な
ど
、
金

融
政
策
に
も
大
き
な
転
換
点
が
訪
れ
ま

し
た
。
特
に
昨
年
は
「
賃
上
げ
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
１
年
で
も
あ
り
、
中
小
企
業

の
賃
上
げ
率
も
３
％
台
半
ば
に
達
す
る

な
ど
、
物
価
と
賃
金
の
好
循
環
に
向
け

た
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
１
年
で

あ
っ
た
と
総
括
で
き
ま
す
。
企
業
の
自

助
努
力
と
と
も
に
、
官
民
を
挙
げ
た
価

格
転
嫁
の
取
り
組
み
が
効
果
を
示
し
た

結
果
で
あ
り
ま
す
が
、
賃
上
げ
を
行
っ

た
中
小
企
業
の
約
６
割
が
収
益
改
善
を

伴
わ
な
い
中
で
、
人
手
確
保
の
た
め
の

防
衛
的
賃
上
げ
を
迫
ら
れ
た
こ
と
も
事

実
で
す
。
賃
上
げ
の
モ
メ
ン
タ
ム
を
い

か
に
持
続
可
能
な
形
に
転
換
す
る
か

が
、
停
滞
か
ら
成
長
の
ス
テ
ー
ジ
に
向

け
た
今
年
の
大
き
な
課
題
と
な
り
ま

す
。

（
成
長
の
両
輪
は
中
小
企
業
の
強
化
と

地
方
創
生
）

　
日
本
は
経
済
立
国
で
あ
り
、
経
済
成

長
な
く
し
て
将
来
は
あ
り
ま
せ
ん
。
デ

フ
レ
脱
却
を
確
実
に
し
、
成
長
型
経
済

へ
の
転
換
を
進
め
る
た
め
に
は
、Ｇ
Ｄ

Ｐ
の
６
割
を
占
め
る
個
人
消
費
の
拡
大

が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
実
現
は
、
全
企

業
数
の
99
.
7
％
、
就
業
人
口
の
約
７

割
、
地
方
部
で
は
約
９
割
を
担
う
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
生
産
性
向
上

と
持
続
的
な
賃
上
げ
に
か
か
っ
て
い
る

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

成
長
の
両
輪
の
一
つ
は
中
小
企
業
で
あ

り
、
そ
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
省
力
化
投
資

を
含
め
た
設
備
投
資
、
技
術
革
新
、
知

的
財
産
の
活
用
・
保
護
と
い
っ
た
生
産

性
向
上
へ
の
不
断
の
努
力
と
自
己
変
革

に
よ
っ
て
付
加
価
値
を
高
め
、
賃
上
げ

原
資
を
生
み
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
商
工
会
議
所
は
本
年
も
こ
う

し
た
前
向
き
な
挑
戦
を
続
け
る
中
小
企

業
を
全
力
で
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
労
務
費
を
含
む
価
格
転
嫁
対
策

の
さ
ら
な
る
推
進
や
Ｂ
t
o
Ｃ
で
は
企

業
側
の
「
値
を
上
げ
る
勇
気
」
も
必
要

で
す
。
消
費
者
に
も
「
良
い
サ
ー
ビ
ス
、

日
本
商
工
会
議
所

　会

　頭

　
　小

　林

　
　健

良
い
モ
ノ
に
は
値
が
付
く
」
と
い
う
認

識
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
国
民
全
体
の

デ
フ
レ
マ
イ
ン
ド
を
払
拭
す
る
こ
と
も

今
年
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
り
ま
す
の

で
、
消
費
者
意
識
の
改
革
と
と
も
に
経

済
環
境
の
改
善
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
成
長
の
両
輪
の
も
う
一
つ
は

「
地
方
創
生
」
で
す
。
地
方
の
発
展
な

く
し
て
日
本
の
再
生
は
あ
り
ま
せ
ん
。

政
府
、
地
方
自
治
体
、
民
間
が
三
位
一

体
と
な
り
、
地
域
へ
の
人
材
・
投
資
の

呼
び
込
み
や
「
稼
ぐ
産
業
」
の
育
成
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
を
通
じ
て
地
域
の

経
済
循
環
を
強
化
し
、
地
域
の
強
み
と

潜
在
力
、
い
わ
ゆ
る
「
地
域
力
」
を
引

き
上
げ
る
べ
く
全
力
を
傾
け
る
年
に
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
経
済

イ
ン
フ
ラ
を
担
う
中
小
企
業
お
よ
び
小

規
模
事
業
者
の
強
化
は
、
地
方
創
生
の

取
り
組
み
と
も
表
裏
一
体
で
す
。
政
府
・

地
方
自
治
体
に
は
両
者
を
成
長
の
両
輪

と
位
置
づ
け
、
地
域
ご
と
の
特
性
を
踏

ま
え
た
成
長
戦
略
の
策
定
と
実
行
を
強

く
求
め
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
わ
れ
わ

れ
全
国
5
1
5
の
商
工
会
議
所
も
地
域

経
済
の
再
生
・
活
性
化
の
先
導
役
と
し

て
、
さ
ら
に
活
動
を
強
化
で
き
る
１
年

に
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

（
大
阪
・
関
西
万
博
の
成
功
を
大
き
な

成
長
の
弾
み
に
）

　
本
年
４
月
に
は
大
阪
・
関
西
万
博
が

開
幕
い
た
し
ま
す
。
停
滞
か
ら
成
長
へ

の
転
換
点
に
あ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
開

催
は
、
象
徴
的
か
つ
歓
迎
す
べ
き
こ
と

で
あ
り
ま
す
。「
い
の
ち
輝
く
未
来
社

会
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
と
す
る

2
0
年
ぶ
り
の
万
博
開
催
が
、
新
た
な

未
来
を
つ
く
る
起
爆
剤
と
な
る
よ
う
、

全
国
の
商
工
会
議
所
一
丸
と
な
っ
て
盛

り
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
わ
が
国

全
体
の
未
来
に
向
け
て
成
長
に
弾
み
の

つ
く
万
博
と
な
る
こ
と
を
切
に
願
い
、

皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
て
年
頭
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

3

―

新
た
な
成
長
へ
の
飛
躍
の
年
に―
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今
井
精
肉
店

㈱
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田
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大
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．Ｃ
（同）

㈱
サ
ン
・
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

㈱
木
村
金
物
店

㈱
ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田

栗
田
ア
ル
ミ
工
業
㈱

㈱
波
南

㈲
三
協
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

㈱
作
田
屋

共
栄
不
動
産
㈱

㈱
鈴
文

㈲
鈴
木
工
務
店

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
土
浦
営
業
所

㈱
赤
坂

せ
つ
た
不
動
産
鑑
定
事
務
所

学
校
法
人
　
霞
ヶ
浦
学
園

㈱
Ｌ
Ｉ
Ｘ
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㈱
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史
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澤
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介
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岡
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剛
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口
 
幸
　
一
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司
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一
　
治

東
日
本
電
信
電
話
㈱

茨
城
支
店 

土
浦
･
つ
く
ば
営
業
支
店

（福）
欣
水
会
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老
人
ホ
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ム
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の
園
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
土
浦
商
工
会
議
所
の
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、会
員
企
業
の
販
路
開

拓
を
目
的
と
し
た
土
浦
物
産
展
や
異

業
種
交
流
会
の
開
催
な
ど
、日
頃
か

ら
地
域
商
工
業
の
振
興
に
ご
尽
力
を

賜
り
、深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
は
、約
30
年
ぶ
り
に
株

価
が
史
上
最
高
値
を
更
新
し
、高
水

準
の
賃
上
げ
が
実
現
す
る
な
ど
、我

が
国
経
済
が
デ
フ
レ
脱
却
への
転
換
点

を
迎
え
た
一
方
、「
2
0
2
4
年
問

題
」な
ど
、様
々
な
場
面
で
人
手
不
足

の
影
響
が
顕
在
化
し
ま
し
た
。

　
急
激
な
人
口
減
少
や
物
価
高
騰
な

ど
、私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢

は
急
激
に
変
化
し
て
お
り
、乗
り
越

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
山
積

し
て
い
ま
す
。

茨
城
県
知
事

　
　
大
井
川
　
和
　
彦

　
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希

望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
初
春
を
健

や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
中
川
会
頭
を
は
じ
め
、
土
浦
商

工
会
議
所
の
皆
様
に
は
、
本
市
の

商
工
業
の
振
興
並
び
に
地
域
経
済

の
発
展
に
多
大
な
る
ご
支
援
・
ご

協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
、
希
望
に
満
ち

た
新
し
い
未
来
に
向
け
て
、
こ
れ

ま
で
種
を
蒔
い
た
も
の
が
徐
々
に

実
を
結
び
始
め
、
明
る
い
兆
し
が

見
え
て
き
た
一
年
で
し
た
。

　
皆
様
か
ら
ご
提
言
を
い
た
だ
い

土
浦
市
長

　
　
安
　
藤
　
真
理
子

　
こ
の
よ
う
な
中
、本
県
で
は「
挑

戦
」「
ス
ピ
ー
ド
感
」「
選
択
と
集
中
」

の
３
つ
の
基
本
姿
勢
の
も
と
、先
手
先

手
で
、困
難
な
課
題
に
も
躊
躇
す
る
こ

と
な
く
果
敢
に
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
そ
の
結
果
、昨
年
公
表
さ
れ
た

2
0
2
1
年
度
の
県
民
経
済
計
算
の

推
計
結
果
に
お
い
て
、本
県
の
１
人
当

た
り
県
民
所
得
は
過
去
最
高
の
全
国

第
３
位
と
な
っ
た
ほ
か
、総
務
省
の
人

口
動
態
調
査
で
は
、過
去
５
年
間
に
わ

た
り
外
国
人
を
含
め
た
人
口
の「
社

会
増
加
数
」、「
増
加
率
」と
も
に
全

国
上
位
で
推
移
す
る
な
ど
、本
県
が

人
口
減
少
に
打
ち
勝
つ
た
め
の
重
要

な
成
果
が
次
々
と
表
れ
て
き
て
お
り

ま
す
。

　
本
年
は
、加
速
度
的
に
進
む
人
口

減
少
に
よ
る
危
機
を
乗
り
越
え
て
い

く
た
め
、国
内
外
か
ら「
茨
城
に
住
み

た
い
、住
み
続
け
た
い
」人
が
大
い
に
増

え
る「
選
ば
れ
る
茨
城
」づ
く
り
に
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
特
に
、豊
か
で
経
済
力
の
あ
る
社
会

の
構
築
に
向
け
、本
県
の
生
産
性
の
更

な
る
向
上
や
、適
切
な
価
格
転
嫁
と

賃
上
げ
の
両
立
に
よ
り
経
済
が
好
循

環
す
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
と

と
も
に
、県
内
企
業
の
海
外
展
開
や

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
創
出
を
支

援
す
る
ほ
か
、深
刻
な
労
働
力
不
足

を
踏
ま
え
、優
秀
な
外
国
人
材
の
確

保・育
成
や
生
活・教
育
環
境
の
整
備

に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、事
業

者
の
方
々
の
様
々
な
挑
戦
への
き
め
細

や
か
な
支
援
を
通
じ
て
、本
県
経
済
の

更
な
る
成
長
と
将
来
に
わ
た
る
力
強

い
発
展
に
向
け
、な
お
一
層
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
土
浦
商
工
会
議
所
の
皆
様
に
と
り

ま
し
て
、本
年
が
実
り
多
き
素
晴
ら

し
い一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
、心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

て
お
り
ま
す「（
仮
称
）土
浦
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
の
整
備

で
は
、
関
係
者
の
皆
様
に
ご
支
援
・

ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
、
令
和

２
年
度
よ
り
設
置
に
向
け
た
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
昨

年
９
月
に
新
規
事
業
化
が
決
定
い

た
し
ま
し
た
。
市
内
外
の
移
動
や

交
通
・
物
流
の
ア
ク
セ
ス
向
上
、

さ
ら
に
は
、
救
急
医
療
や
災
害
時

の
緊
急
輸
送
、
災
害
復
旧
の
支
援

に
寄
与
す
る
な
ど
、
本
市
の
み
な

ら
ず
近
隣
地
域
の
発
展
に
極
め
て

重
要
な
も
の
で
あ
り
、
広
域
的
な

整
備
効
果
を
期
待
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
ま
た
、
空
き
店
舗
等
を
活
用
し

た
新
規
事
業
の
開
拓
や
市
内
へ
の

新
た
な
企
業
立
地
の
促
進
、
さ
ら

に
は
、
ま
ち
な
か
へ
の
定
住
支
援

を
拡
充
す
る
な
ど
、
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
中
心
市
街
地
の
再
生
に
向
け
、

様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。
本
市
の
人
材
・
資
源
・
資

金
を
活
用
し
、
新
た
な
事
業
を
立

ち
上
げ
よ
う
と
す
る
民
間
事
業
者

に
対
し
て
支
援
を
行
う
こ
と
で
、

地
域
経
済
の
さ
ら
な
る
循
環
を
図

り
、
地
域
活
性
化
に
繋
げ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
今
後
も
、「
夢
の
あ
る
、
元
気
の

あ
る
土
浦
」
の
さ
ら
な
る
飛
躍
に

向
け
て
、
本
市
の
未
来
を
し
っ
か

り
と
見
据
え
な
が
ら
こ
れ
ま
で
以

上
に
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
皆

様
と
一
緒
に
前
進
し
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、

ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り

ま
し
て
、
明
る
く
元
気
で
、
実
り

多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
日
頃
よ
り
我
々
青
年
部
の
活

動
に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

て
心
よ
り
感
謝
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
昨
年
度
40
周
年
を
迎
え
た
青

年
部
で
す
が
、
本
年
は
新
た
な
10

年
の
第
一
歩
を
し
っ
か
り
と
踏
み

出
す
為
に
、
温
故
知
新
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
活
動
を
進
め
て
参
り

ま
し
た
。

　
ま
ず
は
土
浦
市
に
新
た
な
名
物

を
創
り
出
す
事
を
目
的
と
し
、
当

青
年
部
の
会
員
で
も
あ
る
「
よ
し

町
」
監
修
の
も
と
、
土
浦
市
産
の

蓮
根
と
茨
城
県
産
の
豚
肉
、
そ
し

て
過
去
に
は
関
東
の
三
大
醤
油
醸

造
地
と
し
て
名
を
馳
せ
た
土
浦
市

産
の
醤
油
を
使
っ
た
「
蓮
豚
焼
き
」

と
い
う
新
し
い
名
物
を
開
発
い
た

し
ま
し
た
。
提
供
し
て
い
た
だ
け

る
店
舗
を
徐
々
に
増
や
し
、
土
浦

と
い
え
ば
「
蓮
豚
焼
き
」
と
言
わ

れ
る
様
な
名
物
に
育
て
上
げ
て
参

り
ま
す
。

　
そ
し
て
昨
年
度
40
周
年
の
記
念

事
業
と
し
て
開
催
し
た
「
つ
ち
う

ら
亀
城
焼
肉
ま
つ
り
」
を
、
今
年

度
は
う
ら
ら
大
屋
根
広
場
に
場
所

を
移
し
、「
つ
ち
う
ら
炭
火
焼
き
ま

つ
り
2
0
2
4
」
と
し
て
開
催
致

し
ま
し
た
。
当
日
は
多
く
の
方
に

ご
来
場
い
た
だ
き
、
地
元
土
浦
の

味
や
美
味
し
い
炭
火
焼
き
に
舌
鼓

を
打
っ
て
い
た
だ
け
た
と
共
に
、

土
浦
駅
前
の
賑
わ
い
の
創
出
に
も

一
役
買
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
員
企
業
の
発
展
を
促

す
べ
く
、
本
年
度
は
D
X
に
つ
い

て
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
地
方

中
小
企
業
に
と
っ
て
人
手
不
足
の

解
消
や
、
新
た
な
商
流
の
開
拓
等

は
常
に
頭
を
悩
ま
せ
る
テ
ー
マ
で

も
あ
り
ま
す
。
I
T
ツ
ー
ル
や

A
I
等
を
活
用
す
る
事
に
よ
っ
て

解
消
で
き
る
人
手
不
足
や
商
流
開

拓
な
ど
の
実
例
を
交
え
な
が
ら
、

無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
事
業
展

開
を
行
え
る
事
を
学
ぶ
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

土
浦
商
工
会
議
所

　
青
年
部
会
長

　
　
小
　
椋
　
直
　
樹

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健

や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
は
当
女
性
会
の
運
営
に
対

し
、
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
陰
様
で
昨
年
の
年
間
諸
行
事
に

お
い
て
は
、
つ
つ
が
な
く
進
め
る

こ
と
が
で
き
、
心
よ
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
元

旦
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
や

記
録
的
豪
雨
、
さ
ら
に
は
記
録
的

な
猛
暑
が
続
き
、
自
然
災
害
が
猛

威
を
振
る
い
ま
し
た
。

　
一
方
明
る
い
話
題
と
し
て
は
、

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日
本
人

選
手
の
活
躍
は
日
本
中
に
勇
気
と

感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
な
か
、
昨
年
は
例

会
と
し
て
正
月
飾
り
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
や
、
こ
ど
も
食

堂
へ
の
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
カ
レ
ー
の

提
供
な
ど
の
事
業
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
当
女
性
会
は
、
昭
和
50

年
11
月
に
設
立
さ
れ
、
50
周
年
と

い
う
半
世
紀
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

歴
代
会
長
を
は
じ
め
、
会
員
皆
さ

ま
の
ご
尽
力
、
ご
協
力
の
も
と
に

長
い
歴
史
を
刻
ん
で
く
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
、
改
め
て
感
謝

し
、
そ
し
て
こ
の
女
性
会
活
動
を

次
代
に
つ
な
い
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
10
月
23
日
に

は
創
立
50
周
年
記
念
式
典
の
開
催

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
他
に
も
、
雛
ま
つ
り
や
、
土
浦

カ
レ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
、

地
元
の
イ
ベ
ン
ト
に
で
き
る
限
り

積
極
的
に
参
加
し
、
大
勢
の
市
民

の
皆
様
と
ふ
れ
あ
い
、
と
も
に
地

元
の
発
展
に
か
か
わ
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
対
外
的
に
は
全
国
大
会

を
は
じ
め
、
関
東
大
会
、
県
大
会

な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

女
性
会
と
し
ま
し
て
も
、
こ
の
よ

う
な
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
で
各

地
の
女
性
会
メ
ン
バ
ー
と
の
交
流

を
図
り
親
睦
を
深
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
女
性
会
活
動
の
柱
で

あ
る
委
員
会
活
動
や
例
会
な
ど
を

土
浦
商
工
会
議
所

　
女
性
会
会
長

　
　
矢
　
口
　
恵
　
子

　
私
の
任
期
も
残
り
３
か
月
と
な

り
ま
し
た
が
、
我
々
青
年
部
が
地

域
経
済
に
有
益
に
寄
与
出
来
る
事

を
信
じ
、
皆
様
か
ら
の
篤
い
ご
期

待
に
お
応
え
す
る
べ
く
最
後
ま
で

走
り
続
け
て
参
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
本
年
も

皆
様
か
ら
の
さ
ら
な
る
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
、
皆
様
に
と
っ
て
実
り
多

き
健
や
か
な
一
年
に
な
り
ま
す
こ

と
を
祈
念
致
し
ま
し
て
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

活
発
に
実
施
し
、
組
織
の
拡
充
・

強
化
と
会
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
の
発
展
と
明
る
く
住
み
よ

い
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向

け
て
、
少
し
で
も
お
役
に
た
て
る

よ
う
、
会
員
同
士
が
助
け
合
い
一

丸
と
な
っ
て
活
動
し
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層

の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
も
皆
様
に
と
り

ま
し
て
、
実
り
多
く
健
や
か
な
一

年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

れ
ん
と
ん
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
土
浦
商
工
会
議
所
の
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、会
員
企
業
の
販
路
開

拓
を
目
的
と
し
た
土
浦
物
産
展
や
異

業
種
交
流
会
の
開
催
な
ど
、日
頃
か

ら
地
域
商
工
業
の
振
興
に
ご
尽
力
を

賜
り
、深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
は
、約
30
年
ぶ
り
に
株

価
が
史
上
最
高
値
を
更
新
し
、高
水

準
の
賃
上
げ
が
実
現
す
る
な
ど
、我

が
国
経
済
が
デ
フ
レ
脱
却
への
転
換
点

を
迎
え
た
一
方
、「
2
0
2
4
年
問

題
」な
ど
、様
々
な
場
面
で
人
手
不
足

の
影
響
が
顕
在
化
し
ま
し
た
。

　
急
激
な
人
口
減
少
や
物
価
高
騰
な

ど
、私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢

は
急
激
に
変
化
し
て
お
り
、乗
り
越

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
山
積

し
て
い
ま
す
。

茨
城
県
知
事

　
　
大
井
川
　
和
　
彦

　
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希

望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
初
春
を
健

や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
中
川
会
頭
を
は
じ
め
、
土
浦
商

工
会
議
所
の
皆
様
に
は
、
本
市
の

商
工
業
の
振
興
並
び
に
地
域
経
済

の
発
展
に
多
大
な
る
ご
支
援
・
ご

協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
、
希
望
に
満
ち

た
新
し
い
未
来
に
向
け
て
、
こ
れ

ま
で
種
を
蒔
い
た
も
の
が
徐
々
に

実
を
結
び
始
め
、
明
る
い
兆
し
が

見
え
て
き
た
一
年
で
し
た
。

　
皆
様
か
ら
ご
提
言
を
い
た
だ
い

土
浦
市
長

　
　
安
　
藤
　
真
理
子

　
こ
の
よ
う
な
中
、本
県
で
は「
挑

戦
」「
ス
ピ
ー
ド
感
」「
選
択
と
集
中
」

の
３
つ
の
基
本
姿
勢
の
も
と
、先
手
先

手
で
、困
難
な
課
題
に
も
躊
躇
す
る
こ

と
な
く
果
敢
に
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
そ
の
結
果
、昨
年
公
表
さ
れ
た

2
0
2
1
年
度
の
県
民
経
済
計
算
の

推
計
結
果
に
お
い
て
、本
県
の
１
人
当

た
り
県
民
所
得
は
過
去
最
高
の
全
国

第
３
位
と
な
っ
た
ほ
か
、総
務
省
の
人

口
動
態
調
査
で
は
、過
去
５
年
間
に
わ

た
り
外
国
人
を
含
め
た
人
口
の「
社

会
増
加
数
」、「
増
加
率
」と
も
に
全

国
上
位
で
推
移
す
る
な
ど
、本
県
が

人
口
減
少
に
打
ち
勝
つ
た
め
の
重
要

な
成
果
が
次
々
と
表
れ
て
き
て
お
り

ま
す
。

　
本
年
は
、加
速
度
的
に
進
む
人
口

減
少
に
よ
る
危
機
を
乗
り
越
え
て
い

く
た
め
、国
内
外
か
ら「
茨
城
に
住
み

た
い
、住
み
続
け
た
い
」人
が
大
い
に
増

え
る「
選
ば
れ
る
茨
城
」づ
く
り
に
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
特
に
、豊
か
で
経
済
力
の
あ
る
社
会

の
構
築
に
向
け
、本
県
の
生
産
性
の
更

な
る
向
上
や
、適
切
な
価
格
転
嫁
と

賃
上
げ
の
両
立
に
よ
り
経
済
が
好
循

環
す
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
と

と
も
に
、県
内
企
業
の
海
外
展
開
や

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
創
出
を
支

援
す
る
ほ
か
、深
刻
な
労
働
力
不
足

を
踏
ま
え
、優
秀
な
外
国
人
材
の
確

保・育
成
や
生
活・教
育
環
境
の
整
備

に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、事
業

者
の
方
々
の
様
々
な
挑
戦
への
き
め
細

や
か
な
支
援
を
通
じ
て
、本
県
経
済
の

更
な
る
成
長
と
将
来
に
わ
た
る
力
強

い
発
展
に
向
け
、な
お
一
層
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
土
浦
商
工
会
議
所
の
皆
様
に
と
り

ま
し
て
、本
年
が
実
り
多
き
素
晴
ら

し
い一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
、心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

て
お
り
ま
す「（
仮
称
）土
浦
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
の
整
備

で
は
、
関
係
者
の
皆
様
に
ご
支
援
・

ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
、
令
和

２
年
度
よ
り
設
置
に
向
け
た
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
昨

年
９
月
に
新
規
事
業
化
が
決
定
い

た
し
ま
し
た
。
市
内
外
の
移
動
や

交
通
・
物
流
の
ア
ク
セ
ス
向
上
、

さ
ら
に
は
、
救
急
医
療
や
災
害
時

の
緊
急
輸
送
、
災
害
復
旧
の
支
援

に
寄
与
す
る
な
ど
、
本
市
の
み
な

ら
ず
近
隣
地
域
の
発
展
に
極
め
て

重
要
な
も
の
で
あ
り
、
広
域
的
な

整
備
効
果
を
期
待
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
ま
た
、
空
き
店
舗
等
を
活
用
し

た
新
規
事
業
の
開
拓
や
市
内
へ
の

新
た
な
企
業
立
地
の
促
進
、
さ
ら

に
は
、
ま
ち
な
か
へ
の
定
住
支
援

を
拡
充
す
る
な
ど
、
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
中
心
市
街
地
の
再
生
に
向
け
、

様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。
本
市
の
人
材
・
資
源
・
資

金
を
活
用
し
、
新
た
な
事
業
を
立

ち
上
げ
よ
う
と
す
る
民
間
事
業
者

に
対
し
て
支
援
を
行
う
こ
と
で
、

地
域
経
済
の
さ
ら
な
る
循
環
を
図

り
、
地
域
活
性
化
に
繋
げ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
今
後
も
、「
夢
の
あ
る
、
元
気
の

あ
る
土
浦
」
の
さ
ら
な
る
飛
躍
に

向
け
て
、
本
市
の
未
来
を
し
っ
か

り
と
見
据
え
な
が
ら
こ
れ
ま
で
以

上
に
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
皆

様
と
一
緒
に
前
進
し
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、

ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り

ま
し
て
、
明
る
く
元
気
で
、
実
り

多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
日
頃
よ
り
我
々
青
年
部
の
活

動
に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

て
心
よ
り
感
謝
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
昨
年
度
40
周
年
を
迎
え
た
青

年
部
で
す
が
、
本
年
は
新
た
な
10

年
の
第
一
歩
を
し
っ
か
り
と
踏
み

出
す
為
に
、
温
故
知
新
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
活
動
を
進
め
て
参
り

ま
し
た
。

　
ま
ず
は
土
浦
市
に
新
た
な
名
物

を
創
り
出
す
事
を
目
的
と
し
、
当

青
年
部
の
会
員
で
も
あ
る
「
よ
し

町
」
監
修
の
も
と
、
土
浦
市
産
の

蓮
根
と
茨
城
県
産
の
豚
肉
、
そ
し

て
過
去
に
は
関
東
の
三
大
醤
油
醸

造
地
と
し
て
名
を
馳
せ
た
土
浦
市

産
の
醤
油
を
使
っ
た
「
蓮
豚
焼
き
」

と
い
う
新
し
い
名
物
を
開
発
い
た

し
ま
し
た
。
提
供
し
て
い
た
だ
け

る
店
舗
を
徐
々
に
増
や
し
、
土
浦

と
い
え
ば
「
蓮
豚
焼
き
」
と
言
わ

れ
る
様
な
名
物
に
育
て
上
げ
て
参

り
ま
す
。

　
そ
し
て
昨
年
度
40
周
年
の
記
念

事
業
と
し
て
開
催
し
た
「
つ
ち
う

ら
亀
城
焼
肉
ま
つ
り
」
を
、
今
年

度
は
う
ら
ら
大
屋
根
広
場
に
場
所

を
移
し
、「
つ
ち
う
ら
炭
火
焼
き
ま

つ
り
2
0
2
4
」
と
し
て
開
催
致

し
ま
し
た
。
当
日
は
多
く
の
方
に

ご
来
場
い
た
だ
き
、
地
元
土
浦
の

味
や
美
味
し
い
炭
火
焼
き
に
舌
鼓

を
打
っ
て
い
た
だ
け
た
と
共
に
、

土
浦
駅
前
の
賑
わ
い
の
創
出
に
も

一
役
買
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
員
企
業
の
発
展
を
促

す
べ
く
、
本
年
度
は
D
X
に
つ
い

て
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
地
方

中
小
企
業
に
と
っ
て
人
手
不
足
の

解
消
や
、
新
た
な
商
流
の
開
拓
等

は
常
に
頭
を
悩
ま
せ
る
テ
ー
マ
で

も
あ
り
ま
す
。
I
T
ツ
ー
ル
や

A
I
等
を
活
用
す
る
事
に
よ
っ
て

解
消
で
き
る
人
手
不
足
や
商
流
開

拓
な
ど
の
実
例
を
交
え
な
が
ら
、

無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
事
業
展

開
を
行
え
る
事
を
学
ぶ
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

土
浦
商
工
会
議
所

　
青
年
部
会
長

　
　
小
　
椋
　
直
　
樹

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健

や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
は
当
女
性
会
の
運
営
に
対

し
、
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
陰
様
で
昨
年
の
年
間
諸
行
事
に

お
い
て
は
、
つ
つ
が
な
く
進
め
る

こ
と
が
で
き
、
心
よ
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
元

旦
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
や

記
録
的
豪
雨
、
さ
ら
に
は
記
録
的

な
猛
暑
が
続
き
、
自
然
災
害
が
猛

威
を
振
る
い
ま
し
た
。

　
一
方
明
る
い
話
題
と
し
て
は
、

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日
本
人

選
手
の
活
躍
は
日
本
中
に
勇
気
と

感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
な
か
、
昨
年
は
例

会
と
し
て
正
月
飾
り
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
や
、
こ
ど
も
食

堂
へ
の
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
カ
レ
ー
の

提
供
な
ど
の
事
業
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
当
女
性
会
は
、
昭
和
50

年
11
月
に
設
立
さ
れ
、
50
周
年
と

い
う
半
世
紀
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

歴
代
会
長
を
は
じ
め
、
会
員
皆
さ

ま
の
ご
尽
力
、
ご
協
力
の
も
と
に

長
い
歴
史
を
刻
ん
で
く
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
、
改
め
て
感
謝

し
、
そ
し
て
こ
の
女
性
会
活
動
を

次
代
に
つ
な
い
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
10
月
23
日
に

は
創
立
50
周
年
記
念
式
典
の
開
催

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
他
に
も
、
雛
ま
つ
り
や
、
土
浦

カ
レ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
、

地
元
の
イ
ベ
ン
ト
に
で
き
る
限
り

積
極
的
に
参
加
し
、
大
勢
の
市
民

の
皆
様
と
ふ
れ
あ
い
、
と
も
に
地

元
の
発
展
に
か
か
わ
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
対
外
的
に
は
全
国
大
会

を
は
じ
め
、
関
東
大
会
、
県
大
会

な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

女
性
会
と
し
ま
し
て
も
、
こ
の
よ

う
な
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
で
各

地
の
女
性
会
メ
ン
バ
ー
と
の
交
流

を
図
り
親
睦
を
深
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
女
性
会
活
動
の
柱
で

あ
る
委
員
会
活
動
や
例
会
な
ど
を

土
浦
商
工
会
議
所

　
女
性
会
会
長

　
　
矢
　
口
　
恵
　
子

　
私
の
任
期
も
残
り
３
か
月
と
な

り
ま
し
た
が
、
我
々
青
年
部
が
地

域
経
済
に
有
益
に
寄
与
出
来
る
事

を
信
じ
、
皆
様
か
ら
の
篤
い
ご
期

待
に
お
応
え
す
る
べ
く
最
後
ま
で

走
り
続
け
て
参
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
本
年
も

皆
様
か
ら
の
さ
ら
な
る
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
、
皆
様
に
と
っ
て
実
り
多

き
健
や
か
な
一
年
に
な
り
ま
す
こ

と
を
祈
念
致
し
ま
し
て
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

活
発
に
実
施
し
、
組
織
の
拡
充
・

強
化
と
会
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
の
発
展
と
明
る
く
住
み
よ

い
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向

け
て
、
少
し
で
も
お
役
に
た
て
る

よ
う
、
会
員
同
士
が
助
け
合
い
一

丸
と
な
っ
て
活
動
し
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層

の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
も
皆
様
に
と
り

ま
し
て
、
実
り
多
く
健
や
か
な
一

年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

れ
ん
と
ん
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2月17日（月） 18日（火） 19日（水） 20日（木）   25日（火） 26日（水）
27日（木） 28日（金）  

3月　1日（土）  　3日（月） 　 4日（火） 　5日（水）  　6日（木） 　7日（金）   
  8日（土） 10日（月）  11日（火）  12日（水）  13日（木）  14日（金）

5

4

6

新
年
賀
詞
交
歓
会
盛
大
に
開
催

　
７
日
、
ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波
に
お
い
て
、
土
浦
商
工

会
議
所
（
会
頭
：
中
川
喜
久
治
）
一
般
社
団
法
人
土
浦
市

観
光
協
会（
会
長：中
川
喜
久
治
）土
浦
商
店
街
連
合
会（
会

長：関
和
郎
）の
三
団
体
主
催
に
よ
る「
新
年
賀
詞
交
歓
会
」

を
開
催
し
た
。

　
土
浦
鳶
職
組
合
に
よ
る
「
祝
い
木
遣
り
（
き
や
り
）」

の
披
露
で
始
ま
り
、
安
藤
土
浦
市
長
を
は
じ
め
、
島
岡
市

議
会
議
長
、
青
山
衆
議
院
議
員
、
国
光
衆
議
院
議
員
、
上

月
参
議
院
議
員
、
小
沼
参
議
院
議
員
、
堂
込
参
議
院
議
員
、

伊
沢
県
議
会
議
員
、
八
島
県
議
会
議
員
、
高
橋
県
議
会
議

員
、
市
議
会
議
員
、
各
業
界
の
代
表
者
等
、
２
５
０
名
の

出
席
の
も
と
盛
大
に
行
わ
れ
、
出
席
者
は
新
年
の
挨
拶
を

交
し
合
っ
た
。

9:30 ～ 12:00 13:00 ～ 16:00

所得税・消費税の確定申告相談会

（注）令和７年１月より税務署で収受印の押捺が廃止
されました。紙の申告書を提出される方はご
注意ください。

主催団体代表挨拶を述べる中川会頭

電話／029-822-0391　FAX／029-822-8844
ホームページ／https://www.tcci.jp　メールアドレス／info@tcci.jp土浦商工会議所会報つちうら  No.673  2025年1月

アクサ生命保険株式会社
土浦営業所
〒300-0051　茨城県土浦市真鍋1-16-11 延増第三ビル2F
TEL 029-822-3972

7

講座内容

～使える支援施策を確認し、今抱えている課題を解決しましょう！～～使える支援施策を確認し、今抱えている課題を解決しましょう！～

オンライン講習会オンライン講習会

支援施策活用講習会支援施策活用講習会支援施策活用講習会支援施策活用講習会
　本講習では、支援施策制度の概要について詳しくご案内します。どんな施策もまず知ることから始まり
ます。この機会に学んで、今の課題に対応できる支援策を見つけて活用しましょう。

■ 自社に向く支援策の見つけ方　　　■ 小規模事業者持続化補助金について
■ 事業計画を立てるときの考え方　　■ 具体的な取り組みについての事例紹介

～制度改正等の課題解決環境整備事業～

申込方法 右記の二次元コードより
お申込みください。

申込締切 令和７年１月27日（月）
問合せ先 商工振興課

受講料
無料

講　師

阿内　利之 氏
アルモファクトリー㈱ 代表取締役 中小企業診断士
あうち　　　 としゆき

形　式 ※オンライン（ＹｏｕＴｕｂｅ）配信　定員はございません。

日　時 令和7年１月30日（木）　14：00～16：00

類型 通常枠

小規模持続化補助金（参考：第16回時点）

特別枠

賃金引上げ枠 創業枠卒業枠

補助率

補助上限

インボイス特例

50万円

５０万円（インボイス特例の要件を満たす場合は上記補助上限額に５０万円上乗せ）

200万円

２／３ （賃金引上げ枠のうち赤字事業者は3/4）

後継者支援枠

～ 企業成長・生産性向上の鍵 ～

最新トレンド DX活用 ！

デジタル化×人財化
講師

開催日時

富士通株式会社
シニアエバンジェリスト

まつもと くにかず

松本  国一

本セミナーでは現在のトレンドを元に、取り組み方などを分かりやすくご紹介します。 ＜主催＞
土浦商工会議所社会文化部会

氏

令和７年
開催形式 オンライン（Zoom）にて実施

受講料 無料
定　員 50名

問合せ先 商工振興課
申込方法 二次元コードよりお申し込みください。

オンライン受講者には追って、URL等をメールでご連絡いたします。
メールアドレスを必ずご記入ください。

２月１0日 14:00～16:00月
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開業セミナー
「誰でも創業できる時代が始まります！」
開業セミナー
「誰でも創業できる時代が始まります！」

受講生募集受講生募集

日時：第１回 令和7年2月14日（金）
    　 第２回 令和7年2月21日（金）各14 時～ 17 時
開催形式：Ｚｏｏｍによるオンライン形式
対象者：新たに創業したい方
　　　　土浦市での創業に興味のある方　　　　　　　　
　　　　現在事業を営んでいる方で、ビジネスモデルの　
　　　　再構築を検討している方
講師：ジャイロ総合コンサルティング株式会社　　　　　
　　　鈴木タカノリ氏
内容：第１回　創業の基礎と成功条件 (DX 化への誘い )　
　　　　　　　成功に導く「10,000分の1マーケティング」
　　　　　　　個人・グループワーク・質疑応答
　　　第２回　創業者としてのマインドセット　　　　　
　　　　　　　創業者のための「お財布勘定」　　　　　　
　　　　　　　個人・グループワーク・質疑応答
申込方法：市ホームページの問合せフォームまたは電話で
　　　　　申込みください
定員：３０名（先着順）
料金：無料
申込締切：第１回　２月12日（水）　第２回　２月19日（水）
問合せ先：土浦市商工観光課　内線 2703　2704

　本セミナーはインターネットを介して受講いただけるセミ
ナーです。受講にあたってはインターネット環境にあるパソ
コン・タブレット・スマートフォンをご用意ください。

土浦警察署からお知らせ

土　浦　警　察　署　℡：029-821-0110

飲酒運転の根絶飲酒運転の根絶

雛
ま
つ
り
イ
ベン
ト

お
し
る
こ
無
料
配
布

お
し
る
こ
無
料
配
布

土
浦
の
雛
ま
つ
り

土
浦
の
雛
ま
つ
り

〒300-0812　土浦市下高津３丁目6-7-102

　春
の
訪
れ
を
告
げ
る
「
第
20
回
土
浦
の

雛
ま
つ
り
」
が
土
浦
市
内
商
店
街
を
中
心

に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　古
く
は
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
も
の
や

個
性
豊
か
な
現
代
の
作
品
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
雛
人
形
と
雛
飾
り
が
店
先
を
華
や
か

に
彩
り
ま
す
。
ま
た
、
雛
ま
つ
り
に
併
せ

て
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

期
間

：

令
和
７
年
２
月
４
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
３
月
３
日
（
月
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場

：

ま
ち
か
ど
蔵
「
大
徳
」・「
野
村
」　

　
　
　
他
周
辺
商
店
街

日
時

：

２
月
23
日
（
日
）

　
　
　
３
月
２
日
（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所

：
矢
口
家
住
宅
前

主
催

：

土
浦
商
工
会
議
所
女
性
会

酒酔い運転酒酔い運転

免許取消し免許取消し

飲酒運転は、極めて悪質で危険な犯罪です。
飲酒運転者だけでなく、車両の提供者、
種類の提供者、車両の同乗者も罰せられます。

5 年以下の懲役又は 100万円以下の罰金

酒気帯び運転酒気帯び運転
３年以下の懲役又は 50万円以下の罰金

＜欠格期間３年＞

35点

免許取消し免許取消し
＜欠格期間２年＞

25点

生活破綻 家庭崩壊 勤務先
解雇

呼気中アルコール濃度 0.25mg/ℓ以上

免許停止免許停止
＜停止期間 90日＞

13点

呼気中アルコール濃度 0.15mg/ℓ以上

電話／029-822-0391　FAX／029-822-8844
ホームページ／https://www.tcci.jp　メールアドレス／info@tcci.jp土浦商工会議所会報つちうら  No.673  2025年1月9

　
２
０
２
５
年
10
月
14
日
（
米
国
時

間
）、Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｏ
ｆ
ｔ
社
が
提

供
し
て
い
る
Ｏ
Ｓ（
基
本
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
）
で
あ
る
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
10
の

サ
ポ
ー
ト
が
終
了
す
る
。
一
般
的
に

サ
ポ
ー
ト
終
了
後
は
新
た
な
脆
弱
性

が
発
見
さ
れ
て
も
、
製
品
ベ
ン
ダ
ー

（
販
売
会
社
）
に
よ
る
修
正
が
行
わ
れ

な
い
。
よ
っ
て
、
脆
弱
性
を
悪
用
し

た
攻
撃
に
よ
る
情
報
漏
え
い
や
意
図

し
な
い
サ
ー
ビ
ス
停
止
な
ど
の
被
害

を
受
け
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。
対

象
Ｏ
Ｓ
を
使
用
し
て
い
る
利
用
者
は
、

速
や
か
な
最
新
版
へ
の
移
行
な
ど
の

実
施
が
求
め
ら
れ
る
。

脆
弱
性
の
悪
用
に

適
切
な
対
策
を

　
サ
ポ
ー
ト
が
終
了
す
る
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
製
品
の
継
続
利
用
に
は
リ
ス
ク

が
伴
う
。Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ａ（
米
国
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
社
会
基

盤
安
全
保
障
庁
）
に
よ
り

公
開
さ
れ
て
い
る
Ｋ
Ｅ
Ｖ

（
実
際
に
悪
用
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ

れ
て
い
る
脆
弱
性
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

に
よ
る
と
、
24
年
１
月
か
ら
９
月
ま

で
に
公
開
さ
れ
た
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ

Ｏ
Ｓ
の
脆
弱
性
の
悪
用
が
確
認
さ
れ

た
と
す
る
情
報
が
９
月
時
点
で
15
件

登
録
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
、

被
害
を
受
け
る

可
能
性
が
高
い

と
考
え
ら
れ
る

た
め
、Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ

ｏ
ｗ
ｓ
Ｏ
Ｓ
の

脆
弱
性
対
策
は

適
切
に
実
施
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、Ｋ
Ｅ
Ｖ

の
中
で
も
「
Ｃ

Ｖ
Ｅ―

２
０
２

４―

２
６
１
６

９
」
に
つ
い
て

は
、
ラ
ン
サ
ム

ウ
エ
ア
へ
感
染

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
悪
用
さ
れ
て

い
る
と
の
情
報
も
あ
る
。
サ
ポ
ー
ト

が
終
了
し
た
Ｏ
Ｓ
を
使
用
し
続
け
、

仮
に
危
険
度
の
高
い
脆
弱
性
が
新
た

に
発
見
さ
れ
た
場
合
、製
品
ベ
ン
ダ
ー

に
よ
る
修
正
な
ど
の
対
応
が
期
待
で

き
ず
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
リ
ス
ク
を
解

消
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
結

果
と
し
て
、
脆
弱
性
を
悪
用
し
た
攻

撃
に
よ
る
情
報
漏
え
い
や
意
図
し
な

い
サ
ー
ビ
ス
停
止
な
ど
の
被
害
が
生

じ
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。

　
ま
た
、Ｏ
Ｓ
の
サ
ポ
ー
ト
終
了
に
よ

る
影
響
は
、
こ
れ
ら
Ｏ
Ｓ
上
で
稼
動

し
て
い
る
ブ
ラ
ウ
ザ
や
メ
ー
ル
ソ
フ

ト
と
い
っ
た
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
ー（
第

三
者
企
業
）
製
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
製

品
に
も
及
ぶ
。
例
え
ば
、Ｏ
Ｓ
の
サ

ポ
ー
ト
終
了
に
伴
い
、
そ
の
Ｏ
Ｓ
上

で
動
作
す
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
製
品
の

サ
ポ
ー
ト
も
終
了
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
サ
ポ
ー
ト
終
了
後
に
発
見

さ
れ
た
脆
弱
性
に
つ
い
て
は
、
修
正

が
行
わ
れ
な
い
可
能
性
が
高
く
、
意

図
せ
ず
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上
の
リ
ス
ク

を
抱
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、

Ｏ
Ｓ
の
サ
ポ
ー
ト
終
了
を
見
越
し
て

サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
ー
製
の
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
製
品
な
ど
の
更
新
も
実
施
す
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

Ｏ
Ｓ
・
ソ
フ
ト
の

更
新
を
怠
ら
な
い

　
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
動
作
を
理
由
に

Ｏ
Ｓ
や
そ
の
他
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の

更
新
を
行
っ
て
い
な
い
と
い
う
ケ
ー

ス
は
残
念
な
が
ら
少
な
く
は
な
い
。

独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構

（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）
が
19
年
度
に
実
施
し
た
サ

イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
後
対
応
支

援
実
証
事
業
に
お
い
て
、
調
査
対
象

企
業
に
設
置
し
た
Ｕ
Ｔ
Ｍ（
統
合
脅
威

管
理
装
置
）
が
過
去
に
複
数
の
ウ
イ

ル
ス
の
通
信
先
と
し
て
使
わ
れ
た
Ｉ

Ｐ
ア
ド
レ
ス
宛
て
の
通
信
を
検
知
し

た
。

　
該
当
企
業
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
未
導
入
の「
Ｗ

ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
Ｘ
Ｐ
」
搭
載
端
末
で

通
信
を
し
た
こ
と
が
判
明
し
、
ウ
イ

ル
ス
駆
除
の
た
め
駆
け
付
け
対
応
を

実
施
し
た
。
当
該
端
末
は
、Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ

ｏ
ｗ
ｓ
Ｘ
Ｐ
で
し
か
動
作
し
な
い
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
を
利
用
す
る
た
め
の
も

の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
常
時
接

続
し
て
い
な
い
認
識
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
が
導

入
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
本
事
業
は
19
年
度
の
実
施
で
あ
る

が
、Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
Ｘ
Ｐ
は
14
年
に

サ
ポ
ー
ト
が
終
了
し
て
い
る
。
本
事

例
を
教
訓
に
、Ｏ
Ｓ
や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

の
更
新
を
怠
ら
な
い
と
い
う
根
本
的

な
対
策
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

　
Ｉ
Ｐ
Ａ
で
は
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
関

す
る
脆
弱
性
対
策
情
報
に
つ
い
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て

情
報
提
供
し
て
い
る
の
で
参
考
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

（
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機

構
・
江
島
将
和
）

サ
ポ
ー
ト
終
了
Ｏ
Ｓ
の
リ
ス
ク

「
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
　
10
の
サ

ポ
ー
ト
終
了
に
伴
う
注
意
喚

起
」
に
つ
い
て
は
こ
ち
ら

「Ｗｉｎｄｏｗｓ10 のサポート終了に伴う
各種ソフトウエア製品の更新計画例

茨城県内で働く労働者とその使用者に適用される最低賃金が、下表のとおり改正されました。

労使双方が合意した上で「最低賃金額」未満の賃金で労働契約を結んでも、法律により、
その賃金は無効とされ、最低賃金額で契約したものとみなされます。

＜問合せ先＞
 茨城労働局賃金室
（℡029-224-6216）

又は最寄りの
労働基準監督署

改正なし
（令和6年10月1日から
茨城県最低賃金が適用）

令和6年12月31日

令和6年10月  1日

茨城県最低賃金と茨城県特定 ( 産業別 ) 最低賃金改正のお知らせ茨城県最低賃金と茨城県特定 ( 産業別 ) 最低賃金改正のお知らせ

最低賃金名
茨城県最低賃金

鉄 　 鋼 　 業

各種商品小売業

はん用機械器具、生産用機械器具、業務用機
械器具製造業（機械器具製造業等）
計量器・測定器・分析機器・試験機・理化学
機械器具、医療用機械器具・医療用品、光学
機械器具・レンズ、電子部品・デバイス・電子
回路、電気機械器具、情報通信機械器具、時計・
同部分品製造業（電気・精密機械器具等製造業）

茨
城
県
特
定
最
低
賃
金

1,005円
1,098円

1,055円

1,052円

1,005円

時 間 額 効力発生日
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開業セミナー
「誰でも創業できる時代が始まります！」
開業セミナー
「誰でも創業できる時代が始まります！」

受講生募集受講生募集

日時：第１回 令和7年2月14日（金）
    　 第２回 令和7年2月21日（金）各14 時～ 17 時
開催形式：Ｚｏｏｍによるオンライン形式
対象者：新たに創業したい方
　　　　土浦市での創業に興味のある方　　　　　　　　
　　　　現在事業を営んでいる方で、ビジネスモデルの　
　　　　再構築を検討している方
講師：ジャイロ総合コンサルティング株式会社　　　　　
　　　鈴木タカノリ氏
内容：第１回　創業の基礎と成功条件 (DX 化への誘い )　
　　　　　　　成功に導く「10,000分の1マーケティング」
　　　　　　　個人・グループワーク・質疑応答
　　　第２回　創業者としてのマインドセット　　　　　
　　　　　　　創業者のための「お財布勘定」　　　　　　
　　　　　　　個人・グループワーク・質疑応答
申込方法：市ホームページの問合せフォームまたは電話で
　　　　　申込みください
定員：３０名（先着順）
料金：無料
申込締切：第１回　２月12日（水）　第２回　２月19日（水）
問合せ先：土浦市商工観光課　内線 2703　2704

　本セミナーはインターネットを介して受講いただけるセミ
ナーです。受講にあたってはインターネット環境にあるパソ
コン・タブレット・スマートフォンをご用意ください。

土浦警察署からお知らせ

土　浦　警　察　署　℡：029-821-0110

飲酒運転の根絶飲酒運転の根絶

雛
ま
つ
り
イ
ベン
ト

お
し
る
こ
無
料
配
布

お
し
る
こ
無
料
配
布

土
浦
の
雛
ま
つ
り

土
浦
の
雛
ま
つ
り

〒300-0812　土浦市下高津３丁目6-7-102

　春
の
訪
れ
を
告
げ
る
「
第
20
回
土
浦
の

雛
ま
つ
り
」
が
土
浦
市
内
商
店
街
を
中
心

に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　古
く
は
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
も
の
や

個
性
豊
か
な
現
代
の
作
品
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
雛
人
形
と
雛
飾
り
が
店
先
を
華
や
か

に
彩
り
ま
す
。
ま
た
、
雛
ま
つ
り
に
併
せ

て
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

期
間

：

令
和
７
年
２
月
４
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
３
月
３
日
（
月
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場

：

ま
ち
か
ど
蔵
「
大
徳
」・「
野
村
」　

　
　
　
他
周
辺
商
店
街

日
時

：

２
月
23
日
（
日
）

　
　
　
３
月
２
日
（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所

：

矢
口
家
住
宅
前

主
催

：

土
浦
商
工
会
議
所
女
性
会

酒酔い運転酒酔い運転

免許取消し免許取消し

飲酒運転は、極めて悪質で危険な犯罪です。
飲酒運転者だけでなく、車両の提供者、
種類の提供者、車両の同乗者も罰せられます。

5 年以下の懲役又は 100万円以下の罰金

酒気帯び運転酒気帯び運転
３年以下の懲役又は 50万円以下の罰金

＜欠格期間３年＞

35点

免許取消し免許取消し
＜欠格期間２年＞

25点

生活破綻 家庭崩壊 勤務先
解雇

呼気中アルコール濃度 0.25mg/ℓ以上

免許停止免許停止
＜停止期間 90日＞

13点

呼気中アルコール濃度 0.15mg/ℓ以上

電話／029-822-0391　FAX／029-822-8844
ホームページ／https://www.tcci.jp　メールアドレス／info@tcci.jp土浦商工会議所会報つちうら  No.673  2025年1月9

　
２
０
２
５
年
10
月
14
日
（
米
国
時

間
）、Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｏ
ｆ
ｔ
社
が
提

供
し
て
い
る
Ｏ
Ｓ（
基
本
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
）
で
あ
る
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
10
の

サ
ポ
ー
ト
が
終
了
す
る
。
一
般
的
に

サ
ポ
ー
ト
終
了
後
は
新
た
な
脆
弱
性

が
発
見
さ
れ
て
も
、
製
品
ベ
ン
ダ
ー

（
販
売
会
社
）
に
よ
る
修
正
が
行
わ
れ

な
い
。
よ
っ
て
、
脆
弱
性
を
悪
用
し

た
攻
撃
に
よ
る
情
報
漏
え
い
や
意
図

し
な
い
サ
ー
ビ
ス
停
止
な
ど
の
被
害

を
受
け
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。
対

象
Ｏ
Ｓ
を
使
用
し
て
い
る
利
用
者
は
、

速
や
か
な
最
新
版
へ
の
移
行
な
ど
の

実
施
が
求
め
ら
れ
る
。

脆
弱
性
の
悪
用
に

適
切
な
対
策
を

　
サ
ポ
ー
ト
が
終
了
す
る
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
製
品
の
継
続
利
用
に
は
リ
ス
ク

が
伴
う
。Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ａ（
米
国
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
社
会
基

盤
安
全
保
障
庁
）
に
よ
り

公
開
さ
れ
て
い
る
Ｋ
Ｅ
Ｖ

（
実
際
に
悪
用
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ

れ
て
い
る
脆
弱
性
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

に
よ
る
と
、
24
年
１
月
か
ら
９
月
ま

で
に
公
開
さ
れ
た
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ

Ｏ
Ｓ
の
脆
弱
性
の
悪
用
が
確
認
さ
れ

た
と
す
る
情
報
が
９
月
時
点
で
15
件

登
録
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
、

被
害
を
受
け
る

可
能
性
が
高
い

と
考
え
ら
れ
る

た
め
、Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ

ｏ
ｗ
ｓ
Ｏ
Ｓ
の

脆
弱
性
対
策
は

適
切
に
実
施
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、Ｋ
Ｅ
Ｖ

の
中
で
も
「
Ｃ

Ｖ
Ｅ―

２
０
２

４―

２
６
１
６

９
」
に
つ
い
て

は
、
ラ
ン
サ
ム

ウ
エ
ア
へ
感
染

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
悪
用
さ
れ
て

い
る
と
の
情
報
も
あ
る
。
サ
ポ
ー
ト

が
終
了
し
た
Ｏ
Ｓ
を
使
用
し
続
け
、

仮
に
危
険
度
の
高
い
脆
弱
性
が
新
た

に
発
見
さ
れ
た
場
合
、製
品
ベ
ン
ダ
ー

に
よ
る
修
正
な
ど
の
対
応
が
期
待
で

き
ず
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
リ
ス
ク
を
解

消
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
結

果
と
し
て
、
脆
弱
性
を
悪
用
し
た
攻

撃
に
よ
る
情
報
漏
え
い
や
意
図
し
な

い
サ
ー
ビ
ス
停
止
な
ど
の
被
害
が
生

じ
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。

　
ま
た
、Ｏ
Ｓ
の
サ
ポ
ー
ト
終
了
に
よ

る
影
響
は
、
こ
れ
ら
Ｏ
Ｓ
上
で
稼
動

し
て
い
る
ブ
ラ
ウ
ザ
や
メ
ー
ル
ソ
フ

ト
と
い
っ
た
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
ー（
第

三
者
企
業
）
製
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
製

品
に
も
及
ぶ
。
例
え
ば
、Ｏ
Ｓ
の
サ

ポ
ー
ト
終
了
に
伴
い
、
そ
の
Ｏ
Ｓ
上

で
動
作
す
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
製
品
の

サ
ポ
ー
ト
も
終
了
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
サ
ポ
ー
ト
終
了
後
に
発
見

さ
れ
た
脆
弱
性
に
つ
い
て
は
、
修
正

が
行
わ
れ
な
い
可
能
性
が
高
く
、
意

図
せ
ず
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上
の
リ
ス
ク

を
抱
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、

Ｏ
Ｓ
の
サ
ポ
ー
ト
終
了
を
見
越
し
て

サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
ー
製
の
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
製
品
な
ど
の
更
新
も
実
施
す
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

Ｏ
Ｓ
・
ソ
フ
ト
の

更
新
を
怠
ら
な
い

　
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
動
作
を
理
由
に

Ｏ
Ｓ
や
そ
の
他
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の

更
新
を
行
っ
て
い
な
い
と
い
う
ケ
ー

ス
は
残
念
な
が
ら
少
な
く
は
な
い
。

独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構

（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）
が
19
年
度
に
実
施
し
た
サ

イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
後
対
応
支

援
実
証
事
業
に
お
い
て
、
調
査
対
象

企
業
に
設
置
し
た
Ｕ
Ｔ
Ｍ（
統
合
脅
威

管
理
装
置
）
が
過
去
に
複
数
の
ウ
イ

ル
ス
の
通
信
先
と
し
て
使
わ
れ
た
Ｉ

Ｐ
ア
ド
レ
ス
宛
て
の
通
信
を
検
知
し

た
。

　
該
当
企
業
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
未
導
入
の「
Ｗ

ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
Ｘ
Ｐ
」
搭
載
端
末
で

通
信
を
し
た
こ
と
が
判
明
し
、
ウ
イ

ル
ス
駆
除
の
た
め
駆
け
付
け
対
応
を

実
施
し
た
。
当
該
端
末
は
、Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ

ｏ
ｗ
ｓ
Ｘ
Ｐ
で
し
か
動
作
し
な
い
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
を
利
用
す
る
た
め
の
も

の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
常
時
接

続
し
て
い
な
い
認
識
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
が
導

入
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
本
事
業
は
19
年
度
の
実
施
で
あ
る

が
、Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
Ｘ
Ｐ
は
14
年
に

サ
ポ
ー
ト
が
終
了
し
て
い
る
。
本
事

例
を
教
訓
に
、Ｏ
Ｓ
や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

の
更
新
を
怠
ら
な
い
と
い
う
根
本
的

な
対
策
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

　
Ｉ
Ｐ
Ａ
で
は
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
関

す
る
脆
弱
性
対
策
情
報
に
つ
い
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て

情
報
提
供
し
て
い
る
の
で
参
考
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

（
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機

構
・
江
島
将
和
）

サ
ポ
ー
ト
終
了
Ｏ
Ｓ
の
リ
ス
ク

「
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
　
10
の
サ

ポ
ー
ト
終
了
に
伴
う
注
意
喚

起
」
に
つ
い
て
は
こ
ち
ら

「Ｗｉｎｄｏｗｓ10 のサポート終了に伴う
各種ソフトウエア製品の更新計画例

茨城県内で働く労働者とその使用者に適用される最低賃金が、下表のとおり改正されました。

労使双方が合意した上で「最低賃金額」未満の賃金で労働契約を結んでも、法律により、
その賃金は無効とされ、最低賃金額で契約したものとみなされます。

＜問合せ先＞
 茨城労働局賃金室
（℡029-224-6216）

又は最寄りの
労働基準監督署

改正なし
（令和6年10月1日から
茨城県最低賃金が適用）

令和6年12月31日

令和6年10月  1日

茨城県最低賃金と茨城県特定 ( 産業別 ) 最低賃金改正のお知らせ茨城県最低賃金と茨城県特定 ( 産業別 ) 最低賃金改正のお知らせ

最低賃金名
茨城県最低賃金

鉄 　 鋼 　 業

各種商品小売業

はん用機械器具、生産用機械器具、業務用機
械器具製造業（機械器具製造業等）
計量器・測定器・分析機器・試験機・理化学
機械器具、医療用機械器具・医療用品、光学
機械器具・レンズ、電子部品・デバイス・電子
回路、電気機械器具、情報通信機械器具、時計・
同部分品製造業（電気・精密機械器具等製造業）

茨
城
県
特
定
最
低
賃
金

1,005円
1,098円

1,055円

1,052円

1,005円

時 間 額 効力発生日
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12
月
の
業
況
と
先
行
き
見
通
し

全
産
業
合
計
の
業
況
D
I
は
、▲
1
4
．4

（
前
月
比
＋
1
．9
ポ
イ
ン
ト
）

　サ
ー
ビ
ス
業
は
、
忘
年
会
需
要
の
恩
恵

を
受
け
る
飲
食
店
や
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・

国
内
観
光
需
要
が
堅
調
な
宿
泊
業
を
中
心

に
改
善
し
た
。
小
売
業
は
、
消
費
動
向
の

二
極
化
が
継
続
す
る
中
、
年
末
需
要
が
旺

盛
な
百
貨
店
が
全
体
を
け
ん
引
し
改
善
し

た
。
卸
売
業
は
農
畜
産
水
産
物
関
係
や
機

械
器
具
関
係
の
引
き
合
い
増
加
で
改
善
し
、

建
設
業
も
公
共
工
事
の
下
支
え
で
改
善
し

た
。
一
方
、
製
造
業
は
、
自
動
車
関
係
の

伸
び
悩
み
等
で
力
強
さ
を
欠
き
、
悪
化
と

な
っ
た
。

　円
安
基
調
が
続
く
中
、
原
材
料
価
格
や

電
気
代
の
高
騰
な
ど
に
よ
る
コ
ス
ト
増
が

続
い
て
い
る
。
ま
た
、
深
刻
な
人
手
不
足

や
労
務
費
を
含
め
た
価
格
転
嫁
の
遅
れ
等

も
足
か
せ
と
な
っ
て
い
る
。
根
強
い
経
営

課
題
は
山
積
し
て
い
る
も
の
の
、
年
末
需

要
の
下
支
え
を
受
け
、
中
小
企
業
の
業
況

は
、
改
善
と
な
っ
た
。

先
行
き
見
通
し
D
I
は
、
▲
1
7
．
1

（
今
月
比
▲
2
．
7
ポ
イ
ン
ト
）

　高
い
賃
上
げ
に
伴
い
冬
の
賞
与
が
増
加

す
る
中
、
年
始
の
初
売
り
や
次
年
度
に
向

け
た
準
備
等
、
個
人
消
費
拡
大
へ
の
動
き

が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
決
定
し
た
経
済
対

策
へ
の
期
待
の
声
も
聞
か
れ
て
い
る
。

　一
方
、
価
格
転
嫁
に
よ
る
賃
上
げ
・
設

備
投
資
等
に
向
け
た
原
資
確
保
、
人
手
不

足
に
よ
る
機
会
損
失
な
ど
、
対
応
課
題
は

多
い
。
ま
た
、
物
価
上
昇
の
中
、
燃
料
油

価
格
激
変
緩
和
補
助
金
の
縮
小
等
に
伴
う

コ
ス
ト
増
が
懸
念
さ
れ
、
先
行
き
は
厳
し

い
見
方
と
な
っ
た
。

ロ
ボ
調
査

ロ
ボ
調
査
12
月
集
計
結
果
（
早
期
景
気
観
測
）

業
況
Ｄ
Ｉ
は
、
年
末
需
要
の
下
支
え
に
よ
り
、
改
善

先
行
き
は
、
さ
ら
な
る
コ
ス
ト
増
の
懸
念
か
ら
厳
し
い
見
方

業況ＤＩ（前年同月比）の推移

《業況ＤＩ（全産業・前年同月比）の推移》

業況ＤＩ（前年同月比）の推移

※　ＤＩ値（景況判断指数）について
ＤＩ値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を表す。
ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多
いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多い
ことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、
強気・弱気などの景気感の相対的な広がりを意味する。

ＤＩ＝（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）
　　業況・採算：（好転）－（悪化）　  売上：（増加）－（減少）

※「先行き見通し」は当月に比べた向こう3カ月の先行き見通しDI

全 産 業

建　設

製　造

卸　売

小　売

サービス

9月 10月

▲16.3

▲13.1

▲22.8

▲24.0

▲20.8

▲5.4

11月

▲17.2

▲11.8

▲22.0

▲26.1

▲24.1

▲6.9

▲17.1

▲12.2

▲19.2

▲22.8

▲20.7

▲12.6

▲15.4

▲11.6

▲24.4

▲19.9

▲18.4

▲5.2

▲14.1

▲8.4

▲23.4

▲16.1

▲18.7

▲4.3

先行き見通し
1～3月

2024年
7月

▲16.3

▲12.6

▲20.4

▲19.0

▲23.2

▲8.5

▲14.4

▲11.3

▲21.4

▲17.5

▲20.2

▲3.4

12月8月

業況ＤＩの推移（全産業・同年同月比）
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https://www.komatsu-kyoshujo.co.jp/tochigi/

飲酒運
転は

　しない
、させな

い

ホームページ  https://peraichi.com/landing_pages/view/clean-daikou

㈱クリーン運転総合代行
土浦市大岩田 1506-2
0120-22-7906

クリーン運転代行センター

0120-804-464
土浦市大岩田観音下 1475

公益社団法人 全国運転代行協会加盟
一般社団法人 茨城県運転代行協会加盟

クリーン代行は
38年目を迎えました
クリーン代行は
38年目を迎えました

創立 昭和62年6月10日

電話／029-822-0391　FAX／029-822-8844
ホームページ／https://www.tcci.jp　メールアドレス／info@tcci.jp土浦商工会議所会報つちうら  No.673  2025年1月11

ト
開
催
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成

し
、
情
報
共
有
を
促
進
す
る
こ
と
が
重
要

だ
と
い
う
示
唆
を
与
え
て
い
ま
す
。

（
こ
の
事
例
は
筆
者
取
材
時
の
も
の
で
あ

り
、現
在
で
は
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

ウ
イ
ン
グ
ア
ー
ク
１
ｓ
ｔ
株
式
会
社
　

デ
ー
タ
の
じ
か
ん
主
筆

大
川
　
真
史

中
小
企
業
支
援
策
と
し
て
国
が
行
っ

て
い
る
助
成
金
に
つ
い
て
、
茨
城
県

が
上
乗
せ
を
し
て
助
成
す
る
制
度
が
あ
る

と
聞
き
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
制
度
で
す

か
。

茨
城
県
が
独
自
に
行
っ
て
い
る
「
い

ば
ら
き
業
務
改
善
奨
励
金
」
が
ご
質

問
の
助
成
制
度
で
す
。
今
年
度
に
つ
い
て

は
申
請
締
切
が
１
月
末
と
な
っ
て
い
る
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
国
（
労
働
局
）
に
申
請
し
て
受
給
す
る

こ
と
が
で
き
る
助
成
金
制
度
の
中
で
「
業

務
改
善
助
成
金
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
の
生
産
性
向
上
を
支
援
し
、
事
業
場
内

で
最
も
低
い
賃
金
（
事
業
場
内
最
低
賃

金
）
の
引
上
げ
を
図
る
た
め
の
制
度
で

す
。
生
産
性
向
上
の
た
め
の
設
備
投
資

（
機
械
設
備
、
P
O
S
シ
ス
テ
ム
等
の
導

入
）
な
ど
を
行
い
、
事
業
場
内
最
低
賃
金

を
地
域
別
最
低
賃
金
よ
り
30
円
以
上
引
き

上
げ
た
場
合
、
そ
の
設
備
投
資
な
ど
に
か

か
っ
た
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
い
ば
ら
き
業
務
改
善
奨
励
金
は
、
そ
の

「
業
務
改
善
助
成
金
」
受
給
事
業
所
を
対

象
と
し
て
、
賃
金
引
上
げ
後
の
事
業
場
内

最
低
賃
金
が
一
定
額
以
上
の
事
業
場
に
、

業
務
改
善
助
成
金
（
国
）
の
自
己
負
担
額

の
1
/
2
を
助
成
す
る
と
い
う
も
の
で
す

（
助
成
上
限
額
は
最
大
1
0
0
万
円
）
。

　
受
給
の
た
め
に
は
以
下
ア
、イ
の
い
ず
れ

か
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

ア
：
2
0
2
4
年
1
月
か
ら
9
月
ま
で

に
、
事
業
場
内
最
低
賃
金
を
30
円
以

上
引
上
げ
、
引
上
げ
後
の
額
が

9
9
0
円
以
上
に
な
る
こ
と

　
　
（
従
業
員
50
人
未
満
の
事
業
場
に
つ

い
て
は
、
2
0
2
3
年
4
月
以
降
の

賃
上
げ
か
ら
対
象
）

イ
：
2
0
2
4
年
10
月
1
日
以
降
に
、
事

業
場
内
最
低
賃
金
を
30
円
以
上
引
上

げ
、
引
上
げ
後
の
額
が
1
，0
4
0

円
以
上
に
な
る
こ
と

　
ま
た
、
茨
城
労
働
局
か
ら
2
0
2
4
年

1
月
以
降
に
業
務
改
善
助
成
金
の
交
付
決

定
を
受
け
、
県
へ
の
申
請
ま
で
に
交
付
確

定
・
支
給
決
定
通
知
を
受
け
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
い
ば
ら
き
業
務
改
善
奨
励
金
の
申
請
締

切
は
2
0
2
5
年
１
月
31
日
（
金
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
該
当
事
業
所
は
期
限
内

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

提
供
　
茨
城
県
社
会
保
険
労
務
士
会

労
務
相
談
室

QＡ

し
、
自
分
の
現
場
で

や
っ
て
み
た
実
践
的
な

取
り
組
み
を
5
分
で
発

表
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
製
造
工
程
で
使
用

す
る
砂
の
乾
燥
状
況
を

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
た
め
、
高
価
な
水
分

計
を
使
わ
ず
に
気
化
熱
を
利
用
し
て
温
度

差
デ
ー
タ
か
ら
乾
燥
度
合
い
を
測
る
デ
バ

イ
ス
を
開
発
し
た
事
例
発
表
が
あ
り
、
自

作
で
も
産
業
用
デ
バ
イ
ス
に
匹
敵
す
る
可

能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
し
た
。
ほ
か
に

も
、
設
備
稼
働
状
況
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
可

視
化
や
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し

た
品
質
管
理
の
効
率
化
な
ど
、
現
場
の
課

題
解
決
に
直
結
す
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
活
用
事
例
が

数
多
く
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
鋳
造
Ｉ
ｏ
Ｔ
Ｌ
Ｔ
の
意
義
は
、
単
な
る

情
報
共
有
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
顔
な
じ

み
の
企
業
が
手
軽
に
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り

組
む
姿
が
ほ
か
の
企
業
に
刺
激
を
与
え
、

新
た
に
挑
戦
す
る
企
業
が
増
え
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
鋳
造
業
界
で
は
現
場
起

点
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
活
用
が
広
が
り
、
他
業
界
で

は
見
ら
れ
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
事
例
が
次
々

と
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
鋳
造
Ｉ
ｏ
Ｔ
Ｌ
Ｔ
は
、
経
済
団
体
や
支

援
機
関
が
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
で
す
。
顔
の
見
え
る
関
係
性
の

中
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
取
り
組
み
と
そ
の

成
果
を
共
有
す
る
こ
と
が
、
周
囲
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
促
進
す
る
原
動
力
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
好
循
環
を
生
む
た
め

に
は
、
経
済
団
体
や
支
援
機
関
が
イ
ベ
ン

　
今
回
は
、
業
界
団
体
が
主
導
し
て
デ
ジ

タ
ル
化
を
推
進
し
た
日
本
鋳
造
協
会
の
事

例
を
紹
介
し
ま
す
。
鋳
造
業
の
業
界
団
体

で
あ
る
同
協
会
は
、
２
０
１
７
年
に
「
鋳

造
産
業
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
１
７
」
を
策
定

し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
ス
マ
ー

ト
フ
ァ
ウ
ン
ド
リ
ー
（
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ 

Ｆ
ｏ

ｕ
ｎ
ｄ
ｒ
ｙ
）
の
実
現
を
目
標
に
掲
げ
ま

し
た
。
こ
の
目
標
を
具
体
化
す
る
た
め
に

設
立
さ
れ
た
の
が
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
推
進
特
別
委

員
会
で
す
。

　
Ｉ
ｏ
Ｔ
推
進
特
別
委
員
会
は
、
鋳
造
各

社
が
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
導

入
し
、
生
産
性
向
上
や
品
質
改
善
を
実
現

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
1
8
年
に
ス

タ
ー
ト
し
た
の
が
「
鋳
造
Ｉ
ｏ
Ｔ
Ｌ
Ｔ

（
Ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ 

Ｔ
ａ
ｌ
ｋ
ｓ
：

ラ
イ
ト
ニ
ン
グ
ト
ー
ク
）
」
で
す
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
技
術
者
向
け
勉
強
会
「
Ｉ

ｏ
Ｔ
Ｌ
Ｔ
」
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
、
同

協
会
主
催
と
し
て
半
年
か
ら
1
年
に
1
回

の
頻
度
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
３
回

以
降
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
公
開
さ
れ
て

お
り
、
現
在
も
誰
で
も
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
鋳
造
Ｉ
ｏ
Ｔ
Ｌ
Ｔ
で
は
、
毎
回
1
0
社

前
後
の
鋳
造
メ
ー
カ
ー
従
業
員
が
登
壇

顔
の
見
え
る
つ
な
が
り
が
生
む
鋳
造
業

Ｄ
Ｘ
の
潮
流

（会社設立・役員変更・合併・各種法人・相続・遺言）
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12
月
の
業
況
と
先
行
き
見
通
し

全
産
業
合
計
の
業
況
D
I
は
、▲
1
4
．4

（
前
月
比
＋
1
．9
ポ
イ
ン
ト
）

　サ
ー
ビ
ス
業
は
、
忘
年
会
需
要
の
恩
恵

を
受
け
る
飲
食
店
や
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・

国
内
観
光
需
要
が
堅
調
な
宿
泊
業
を
中
心

に
改
善
し
た
。
小
売
業
は
、
消
費
動
向
の

二
極
化
が
継
続
す
る
中
、
年
末
需
要
が
旺

盛
な
百
貨
店
が
全
体
を
け
ん
引
し
改
善
し

た
。
卸
売
業
は
農
畜
産
水
産
物
関
係
や
機

械
器
具
関
係
の
引
き
合
い
増
加
で
改
善
し
、

建
設
業
も
公
共
工
事
の
下
支
え
で
改
善
し

た
。
一
方
、
製
造
業
は
、
自
動
車
関
係
の

伸
び
悩
み
等
で
力
強
さ
を
欠
き
、
悪
化
と

な
っ
た
。

　円
安
基
調
が
続
く
中
、
原
材
料
価
格
や

電
気
代
の
高
騰
な
ど
に
よ
る
コ
ス
ト
増
が

続
い
て
い
る
。
ま
た
、
深
刻
な
人
手
不
足

や
労
務
費
を
含
め
た
価
格
転
嫁
の
遅
れ
等

も
足
か
せ
と
な
っ
て
い
る
。
根
強
い
経
営

課
題
は
山
積
し
て
い
る
も
の
の
、
年
末
需

要
の
下
支
え
を
受
け
、
中
小
企
業
の
業
況

は
、
改
善
と
な
っ
た
。

先
行
き
見
通
し
D
I
は
、
▲
1
7
．
1

（
今
月
比
▲
2
．
7
ポ
イ
ン
ト
）

　高
い
賃
上
げ
に
伴
い
冬
の
賞
与
が
増
加

す
る
中
、
年
始
の
初
売
り
や
次
年
度
に
向

け
た
準
備
等
、
個
人
消
費
拡
大
へ
の
動
き

が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
決
定
し
た
経
済
対

策
へ
の
期
待
の
声
も
聞
か
れ
て
い
る
。

　一
方
、
価
格
転
嫁
に
よ
る
賃
上
げ
・
設

備
投
資
等
に
向
け
た
原
資
確
保
、
人
手
不

足
に
よ
る
機
会
損
失
な
ど
、
対
応
課
題
は

多
い
。
ま
た
、
物
価
上
昇
の
中
、
燃
料
油

価
格
激
変
緩
和
補
助
金
の
縮
小
等
に
伴
う

コ
ス
ト
増
が
懸
念
さ
れ
、
先
行
き
は
厳
し

い
見
方
と
な
っ
た
。

ロ
ボ
調
査

ロ
ボ
調
査
12
月
集
計
結
果
（
早
期
景
気
観
測
）

業
況
Ｄ
Ｉ
は
、
年
末
需
要
の
下
支
え
に
よ
り
、
改
善

先
行
き
は
、
さ
ら
な
る
コ
ス
ト
増
の
懸
念
か
ら
厳
し
い
見
方

業況ＤＩ（前年同月比）の推移

《業況ＤＩ（全産業・前年同月比）の推移》

業況ＤＩ（前年同月比）の推移

※　ＤＩ値（景況判断指数）について
ＤＩ値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を表す。
ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多
いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多い
ことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、
強気・弱気などの景気感の相対的な広がりを意味する。

ＤＩ＝（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）
　　業況・採算：（好転）－（悪化）　  売上：（増加）－（減少）

※「先行き見通し」は当月に比べた向こう3カ月の先行き見通しDI

全 産 業

建　設

製　造

卸　売

小　売

サービス

9月 10月

▲16.3

▲13.1

▲22.8

▲24.0

▲20.8

▲5.4

11月

▲17.2

▲11.8

▲22.0

▲26.1

▲24.1

▲6.9

▲17.1

▲12.2

▲19.2

▲22.8

▲20.7

▲12.6

▲15.4

▲11.6

▲24.4

▲19.9

▲18.4

▲5.2

▲14.1

▲8.4

▲23.4

▲16.1

▲18.7

▲4.3

先行き見通し
1～3月

2024年
7月

▲16.3

▲12.6

▲20.4

▲19.0

▲23.2

▲8.5

▲14.4

▲11.3

▲21.4

▲17.5

▲20.2

▲3.4

12月8月

業況ＤＩの推移（全産業・同年同月比）
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飲酒運
転は

　しない
、させな

い

ホームページ  https://peraichi.com/landing_pages/view/clean-daikou

㈱クリーン運転総合代行
土浦市大岩田 1506-2
0120-22-7906

クリーン運転代行センター

0120-804-464
土浦市大岩田観音下 1475

公益社団法人 全国運転代行協会加盟
一般社団法人 茨城県運転代行協会加盟

クリーン代行は
38年目を迎えました
クリーン代行は
38年目を迎えました
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ト
開
催
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成

し
、
情
報
共
有
を
促
進
す
る
こ
と
が
重
要

だ
と
い
う
示
唆
を
与
え
て
い
ま
す
。

（
こ
の
事
例
は
筆
者
取
材
時
の
も
の
で
あ

り
、現
在
で
は
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

ウ
イ
ン
グ
ア
ー
ク
１
ｓ
ｔ
株
式
会
社
　

デ
ー
タ
の
じ
か
ん
主
筆

大
川
　
真
史

中
小
企
業
支
援
策
と
し
て
国
が
行
っ

て
い
る
助
成
金
に
つ
い
て
、
茨
城
県

が
上
乗
せ
を
し
て
助
成
す
る
制
度
が
あ
る

と
聞
き
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
制
度
で
す

か
。

茨
城
県
が
独
自
に
行
っ
て
い
る
「
い

ば
ら
き
業
務
改
善
奨
励
金
」
が
ご
質

問
の
助
成
制
度
で
す
。
今
年
度
に
つ
い
て

は
申
請
締
切
が
１
月
末
と
な
っ
て
い
る
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
国
（
労
働
局
）
に
申
請
し
て
受
給
す
る

こ
と
が
で
き
る
助
成
金
制
度
の
中
で
「
業

務
改
善
助
成
金
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
の
生
産
性
向
上
を
支
援
し
、
事
業
場
内

で
最
も
低
い
賃
金
（
事
業
場
内
最
低
賃

金
）
の
引
上
げ
を
図
る
た
め
の
制
度
で

す
。
生
産
性
向
上
の
た
め
の
設
備
投
資

（
機
械
設
備
、
P
O
S
シ
ス
テ
ム
等
の
導

入
）
な
ど
を
行
い
、
事
業
場
内
最
低
賃
金

を
地
域
別
最
低
賃
金
よ
り
30
円
以
上
引
き

上
げ
た
場
合
、
そ
の
設
備
投
資
な
ど
に
か

か
っ
た
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
い
ば
ら
き
業
務
改
善
奨
励
金
は
、
そ
の

「
業
務
改
善
助
成
金
」
受
給
事
業
所
を
対

象
と
し
て
、
賃
金
引
上
げ
後
の
事
業
場
内

最
低
賃
金
が
一
定
額
以
上
の
事
業
場
に
、

業
務
改
善
助
成
金
（
国
）
の
自
己
負
担
額

の
1
/
2
を
助
成
す
る
と
い
う
も
の
で
す

（
助
成
上
限
額
は
最
大
1
0
0
万
円
）
。

　
受
給
の
た
め
に
は
以
下
ア
、イ
の
い
ず
れ

か
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

ア
：
2
0
2
4
年
1
月
か
ら
9
月
ま
で

に
、
事
業
場
内
最
低
賃
金
を
30
円
以

上
引
上
げ
、
引
上
げ
後
の
額
が

9
9
0
円
以
上
に
な
る
こ
と

　
　
（
従
業
員
50
人
未
満
の
事
業
場
に
つ

い
て
は
、
2
0
2
3
年
4
月
以
降
の

賃
上
げ
か
ら
対
象
）

イ
：
2
0
2
4
年
10
月
1
日
以
降
に
、
事

業
場
内
最
低
賃
金
を
30
円
以
上
引
上

げ
、
引
上
げ
後
の
額
が
1
，0
4
0

円
以
上
に
な
る
こ
と

　
ま
た
、
茨
城
労
働
局
か
ら
2
0
2
4
年

1
月
以
降
に
業
務
改
善
助
成
金
の
交
付
決

定
を
受
け
、
県
へ
の
申
請
ま
で
に
交
付
確

定
・
支
給
決
定
通
知
を
受
け
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
い
ば
ら
き
業
務
改
善
奨
励
金
の
申
請
締

切
は
2
0
2
5
年
１
月
31
日
（
金
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
該
当
事
業
所
は
期
限
内

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

提
供
　
茨
城
県
社
会
保
険
労
務
士
会

労
務
相
談
室

QＡ

し
、
自
分
の
現
場
で

や
っ
て
み
た
実
践
的
な

取
り
組
み
を
5
分
で
発

表
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
製
造
工
程
で
使
用

す
る
砂
の
乾
燥
状
況
を

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
た
め
、
高
価
な
水
分

計
を
使
わ
ず
に
気
化
熱
を
利
用
し
て
温
度

差
デ
ー
タ
か
ら
乾
燥
度
合
い
を
測
る
デ
バ

イ
ス
を
開
発
し
た
事
例
発
表
が
あ
り
、
自

作
で
も
産
業
用
デ
バ
イ
ス
に
匹
敵
す
る
可

能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
し
た
。
ほ
か
に

も
、
設
備
稼
働
状
況
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
可

視
化
や
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し

た
品
質
管
理
の
効
率
化
な
ど
、
現
場
の
課

題
解
決
に
直
結
す
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
活
用
事
例
が

数
多
く
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
鋳
造
Ｉ
ｏ
Ｔ
Ｌ
Ｔ
の
意
義
は
、
単
な
る

情
報
共
有
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
顔
な
じ

み
の
企
業
が
手
軽
に
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り

組
む
姿
が
ほ
か
の
企
業
に
刺
激
を
与
え
、

新
た
に
挑
戦
す
る
企
業
が
増
え
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
鋳
造
業
界
で
は
現
場
起

点
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
活
用
が
広
が
り
、
他
業
界
で

は
見
ら
れ
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
事
例
が
次
々

と
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
鋳
造
Ｉ
ｏ
Ｔ
Ｌ
Ｔ
は
、
経
済
団
体
や
支

援
機
関
が
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
で
す
。
顔
の
見
え
る
関
係
性
の

中
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
取
り
組
み
と
そ
の

成
果
を
共
有
す
る
こ
と
が
、
周
囲
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
促
進
す
る
原
動
力
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
好
循
環
を
生
む
た
め

に
は
、
経
済
団
体
や
支
援
機
関
が
イ
ベ
ン

　
今
回
は
、
業
界
団
体
が
主
導
し
て
デ
ジ

タ
ル
化
を
推
進
し
た
日
本
鋳
造
協
会
の
事

例
を
紹
介
し
ま
す
。
鋳
造
業
の
業
界
団
体

で
あ
る
同
協
会
は
、
２
０
１
７
年
に
「
鋳

造
産
業
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
１
７
」
を
策
定

し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
ス
マ
ー

ト
フ
ァ
ウ
ン
ド
リ
ー
（
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ 

Ｆ
ｏ

ｕ
ｎ
ｄ
ｒ
ｙ
）
の
実
現
を
目
標
に
掲
げ
ま

し
た
。
こ
の
目
標
を
具
体
化
す
る
た
め
に

設
立
さ
れ
た
の
が
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
推
進
特
別
委

員
会
で
す
。

　
Ｉ
ｏ
Ｔ
推
進
特
別
委
員
会
は
、
鋳
造
各

社
が
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
導

入
し
、
生
産
性
向
上
や
品
質
改
善
を
実
現

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
1
8
年
に
ス

タ
ー
ト
し
た
の
が
「
鋳
造
Ｉ
ｏ
Ｔ
Ｌ
Ｔ

（
Ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ 

Ｔ
ａ
ｌ
ｋ
ｓ
：

ラ
イ
ト
ニ
ン
グ
ト
ー
ク
）
」
で
す
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
技
術
者
向
け
勉
強
会
「
Ｉ

ｏ
Ｔ
Ｌ
Ｔ
」
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
、
同

協
会
主
催
と
し
て
半
年
か
ら
1
年
に
1
回

の
頻
度
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
３
回

以
降
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
公
開
さ
れ
て

お
り
、
現
在
も
誰
で
も
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
鋳
造
Ｉ
ｏ
Ｔ
Ｌ
Ｔ
で
は
、
毎
回
1
0
社

前
後
の
鋳
造
メ
ー
カ
ー
従
業
員
が
登
壇

顔
の
見
え
る
つ
な
が
り
が
生
む
鋳
造
業

Ｄ
Ｘ
の
潮
流

（会社設立・役員変更・合併・各種法人・相続・遺言）
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ま
す
。

　今
後
も
当
社
は
、
企
業
理
念
「
も
っ
と
、

心
に
響
か
せ
よ
う
。
も
っ
と
、
暮
ら
し
を
支

え
よ
う
。
明
日
を
、
未
来
を
、
拓
い
て
い
こ

う
。」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
度
土
浦
商
工
会
議
所
社
会
文
化
部
会
長

を
仰
せ
つ
か
り
、
地
域
の
商
工
産
業
振
興
、

市
民
お
客
様
に
と
っ
て
、
な
く
て
は
な
ら
な

い
サ
ー
ビ
ス
メ
デ
ィ
ア
事
業
社
と
し
て
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　当
社
は
2
0
2
4
年
に
42
期
を
迎
え
、

10
代
目
代
表
取
締
役
社
長
就
任
い
た
し
ま

し
た
、
海
老
澤
孝
一
で
す
。

　お
か
げ
さ
ま
で
当
社
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

サ
ー
ビ
ス
は
創
業
以
来
、
地
元
株
主
様
、

お
取
引
先
様
、
そ
し
て
何
よ
り
地
域
お
客

様
に
ご
支
援
い
た
だ
き
、
土
浦
市
に
お
い
て

約
70
%
の
市
民
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
く

ま
で
事
業
成
長
い
た
し
ま
し
た
。
あ
ら
た
め

て
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　国
内
最
大
手
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
社

で
あ
る
、
J
：
C
O
M
の
グ
ル
ー
プ
会
社
と

し
て
現
在
は
茨
城
県
南
13
市
町
村
に
サ
ー
ビ

ス
を
拡
大
し
、
既
存
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
電
話
・
携
帯
電
話

（
M
V
N
O
）・
で
ん
き
、
5
つ
の
サ
ー
ビ
ス

に
加
え
、
地
域
の
安
心
安
全
に
寄
与
す
る

為
、防
犯
カ
メ
ラ
、少
額
短
期
保
険（
ネ
ッ
ト
、

ス
マ
ホ
）
も
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
J
：
C
O
M
チ
ャ
ン
ネ

ル
（
デ
ジ
タ
ル
11
C
H
）
を
通
じ
て
、
土
浦

市
の
情
報
を
は
じ
め
各
県
南
地
域
イ
ベ
ン

ト
、
ニ
ュ
ー
ス
情
報
の
発
信
、
J
：
C
O
M

ス
タ
ジ
ア
ム
土
浦
、
J
：
C
O
M
フ
ィ
ー
ル

ド
土
浦
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
契
約
に
よ
り

地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
も
力
を
注
い
で
い

会

員

紹

介
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あ
た
ら
し
い
を
、あ
た
り
ま
え
に

土
浦
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
株
式
会
社

土
浦
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
株
式
会
社

土
浦
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
株
式
会
社

（
J  

：
C
O
M
茨
城
）

（
J  

：
C
O
M
茨
城
）

（
J  

：
C
O
M
茨
城
）

事業案内、人物紹介、新製品や商品紹介ｅｔｃ…会員企業の情報を当所職員が取材の上、無料で掲載させていただきます。お気軽にお電
話ください（総務課８２２ー０３９１まで）。

～あなたの企業、店舗・技術の情報を掲載してみませんか～

TSUCHIURA CHAMBER OF COMMERCE AND INDUSTRY NEWS　Vol.673

【講師】守屋　淳
 （作家 ／ グロービス経営大学院特任教授）

『乱世の時代における孫子の兵法とビジネス戦略
～成功し続けるリーダー、企業は何を考えているのか～』

～「孫子」の叡智を、あなたの武器に！競争状態での原理原則とは？～

【内容】約 2500 年前に書かれた『孫子』は戦争や
戦略に関する理論を体系的にまとめた兵法書です。
競争に勝つための普遍的な原理原則は現代におい
ても活用されており、方面を問わず多くの成功者た
ちに愛され続けています。
このセミナーでは孫子の兵法を仕事や人生に当ては
めて目的、目標を達成するための真髄をお伝えしま
す。

住
　
　
所
　
土
浦
市
真
鍋
1

－

11

－

12
　
延
増
第
一
ビ
ル

電
話
番
号
　
0
1
2
0

－

9
9
9

－

0
0
0

営
業
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

休 
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日
　
毎
週
火
・
水
曜
日
、
年
末
年
始

創
業
年
月
日
　
1
9
8
3
年
8
月
5
日

J：COMスタジアム おすすめのスマホ保険

様々な番組がご視聴いただけます

り
ん
り
ん
ロ
ー
ド

ホームセンター
山新
●

セブンイレブン●

中川ヒューム
管工業　　●

コメダ珈琲●

吉野家●

ファミリーマート●

宇田川
コーポレーション●

GS ●丸源ラーメン

●焼肉きんぐ

●
ク
ラ
フ
ト
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
土
浦

（
土
浦
市
民
会
館
）

市民会館入口

土浦ケーブルテレビ
（J:COM茨城）
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